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　宜
野
湾
市
在
住
の
渡
久
地
敏
子
さ

ん
（
70
歳
）
が
、
書
の
道
へ
進
み
始

め
た
の
は
、
40
年
以
上
前
に
遡
る
。

　19
歳
で
美
容
師
免
許
を
取
得
後
、

技
術
を
磨
く
た
め
、
20
歳
で
東
京
へ

渡
っ
た
。
そ
の
後
、
地
元
沖
縄
県
本

部
町
の
御
主
人
と
結
婚
し
、
子
ど
も

を
授
か
っ
て
育
児
に
専
念
し
た
が
、

「
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な

気
が
し
て
い
た
」
と
渡
久
地
さ
ん
は

当
時
を
振
り
返
る
。

　そ
の
よ
う
な
時
、
姉
が
通
信
教
育

で
学
ん
で
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

日
本
習
字
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
本

格
的
に
書
道
を
学
び
、10
年
間
は「
漢

字
」
を
、
作
品
の
よ
う
な
「
か
な
」

を
始
め
て
15
年
が
経
つ
。

　「『
か
な
』
は
、
柔
ら
か
い
中
に
強

さ
を
出
す
。
細
太
の
変
化
も
考
え
な

が
ら
ま
と
め
る
の
は
難
し
い
」
と
書

道
の
奥
深
さ
を
語
る
渡
久
地
さ
ん
。

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
、
改
め
て

作
品
を
見
る
と
、
渡
久
地
さ
ん
の
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
一
面
や
、
優
し

く
繊
細
で
温
か
み
溢
れ
る
様
子
が
強

く
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
る
。 作成者  渡久地 敏子  さん
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作
品
名：「
月
」（
第
９
回
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
り
ゆ
し
美
術
展
　
書
道
の
部
　
奨
励
賞
）

作
成
者：渡
久
地
敏
子
さ
ん（
宜
野
湾
市
）

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

　御
寄
付
・
御
寄
贈
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
エ
ヌ
エ
ヌ
生
命
保
険
株
式
会

社

　様

●
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

沖
縄
支
社

　様

●
お
き
で
ん
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
互
助
会

　様

●
一
般
社
団
法
人
沖
縄
県
軍
用

地
等
地
主
会
連
合
会

　様

●
株
式
会
社
サ
ン
レ
ー

　様

●
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

　様

●
又
吉

　博
子

　様

●
公
益
社
団
法
人
沖
縄
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会

　様

●
公
益
社
団
法
人
沖
縄
県
農
林

水
産
団
体
共
済
会

　様

●
カ
ラ
オ
ケ
南
優
灯

　様

●
株
式
会
社
沖
縄
銀
行

　様

表紙の作品

（
12
月
１
日
〜
１
月
31
日
）

　誰にも話せない深い悲しみ(グリーフ)を抱えて
いるあなたへ。親兄弟、パートナー、友人、ペッ
ト……、生きている上で必ず訪れる別れ。頭では
分かっていても、その悲しみを受け止めきれず、
立ち止まっているあなたが、それでも続いていく
人生を歩き出すために必要な言葉がここにありま
す。本書のサブタイトルにある“グリーフケア”とは、
近しい肉親との死別をはじめとした “グリーフ
(Greif)＝悲しみ” を如何に癒やすかという心理学
的な研究から始まったもので、近代に入って“グリー
フケアカウンセリング” として学び、行われている
ものです。本書では、グリーフケアの基礎知識か
ら実際の事例、一人でも出来るワークまでを温か
な言葉で説明、なかなか人に分かって貰えず、話
すことも難しい悩みにお答えしています。また、
大事な人やペットを失った知人や、同僚などを持
つ方向けのサジェスチョンもありますので、「どう
声をかけていいか分からない」という方にも是非
ご一読いただきたい一冊となっています。

　表
紙
の
作
者（
渡
久
地
さ
ん
）の「
生
活
の
中
で『
静
と
動
』を
意
識
し
て
い
る
」と

い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。「
動
」を
も
う
少
し
意
識
し
て
生
活
し
て
み
よ
う
！

※

本
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て

は
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
総

務
企
画
部
ま
で

編
集
後
記

社会福
祉ライブラリーから

愛する人を失ったときあなたに起こること
著

　者
：
松
家
か
お
り

出
版
社
： 

株
式
会
社  

日
貿
出
版

愛する人を失ったときあなたに起こること

目次
２

　特
集「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
の
取
り
組
み
」

〜
市
町
村
段
階
の
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
に
向
け
て
〜

４

　赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
等
の
報
告
、

平
成
32
年
度
事
業（
一
部
31
年
度
事
業
）「
民
間
福
祉

資
金
要
望
調
書
」の
受
付

６

　福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
、

福
祉
巡
回
車
、Ａ
Ｅ
Ｄ
、福
祉
物
品
等
の
贈
呈
式
の
報
告
、

社
会
的
孤
立
対
策
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
配
置
の
成
果

８

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
セ
ミ
ナ
ー
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
研
究
協
議
会
、

　
　沖
縄
県
障
害
児
者
施
設
職
員
研
修
会
の
報
告

10

　第
36
回
沖
縄
県
児
童
養
護
研
究
大
会
、

　
　沖
縄
県
経
営
協
セ
ミ
ナ
ー（
後
期
）報
告
、

　
　全
社
協
会
長
表
彰
・
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
伝
達
式
等

12

　第
10
回
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
記
念
大
会

　
　
　か
り
ゆ
し
美
術
展
等
の
報
告
、

　
　シ
ニ
ア
活
動
実
践
セ
ミ
ナ
ー
、学
習
発
表
会
の
報
告

14

　沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
新
入
荷
！
福
祉
用
具
と
災
害
用
具
の
紹
介
〜

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

16

　寄
付
・
寄
贈
者
芳
名
、

　
　社
会
福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
の「
本
の
紹
介
」、

　
　表
紙
の
作
者

本の紹介

▲おきでんグループボランティア互助会様（12.11）
【写真左から2番目】
おきでんグループボランティア互助会　理事長　徳村 勇人　様
【写真左から1番目】同会　事務局　宮城 調伸　様
【写真右から2番目】本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲株式会社サンレー様（12.19）
【写真左から3番目】
株式会社サンレー　沖縄事業部長　黒木 昭一　様
【写真左から2番目】同社　紫雲閣事業部　部長代理　新城 厚　様
【写真左から1番目】同社　総務課長　横木 大輔　様
【写真右から2番目】本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲又吉博子様（1.15）
【写真左】又吉家・御長男　又吉 康多郎　様
【写真右から2番目】本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲エヌエヌ生命保険株式会社様（12.3）
【写真左から2番目】
エヌエヌ生命保険株式会社　西日本エリア統括部長　外間 裕司　様
【写真左から1番目】同社　沖縄営業部長　片岡 寛　様
【写真右から2番目】本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲ 一般社団法人沖縄県
軍用地等地主会連合会
様（12.13）

【写真右】
沖縄県軍用地等地主会連合会
会長　眞喜志康明　様
【写真左】
本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲オリオンビール株式会社様（12.26）
【写真左から2番目】
オリオンビール株式会社　執行役員総務部長　高江洲 守　様
【写真左から1番目】同社　総務課課長補佐　前田 浩之　様
【写真右から3番目】本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から2番目】美さと児童園　園長　宮城 光宏　様
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲株式会社沖縄銀行様（1.29）
【写真左から2番目】
株式会社沖縄銀行　営業推進部長　新城 泰司　様
【写真左から1番目】同社　営業推進部　主任　坂田 直美　様
【写真右から2番目】本会　会長　湧川　昌秀
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽　孝治

▲公益社団法人沖縄県宅地建物取引業協会様（1.15）
【写真左】沖縄県宅地建物取引業協会　会長　知念 聡　様
【写真右から1番目】
NPO法人メッシュ・サポート　理事長 塚本 裕樹　様
【写真右から2番目】
沖縄県交通遺児育成会　事務局長　田積 あや　様
【写真右から3番目】
本会　会長　湧川　昌秀

 



3 2019.3.1福祉情報おきなわ 22019.3.1福祉情報おきなわ

　
成
年
後
見
制
度
（
以
下
、「
本

制
度
」
と
い
う
）
は
、
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
自
己
決
定

権
の
尊
重
、
本
人
保
護
等
の
観

点
か
ら
、
認
知
症
や
知
的
・
精

神
の
障
害
等
で
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
の
生
命
、
身
体
、
自
由
、

財
産
等
の
権
利
を
守
る
制
度
で

す
。

　
本
制
度
は
、
契
約
等
の
法
律

行
為
に
お
け
る
意
思
決
定
が
困

難
な
方
に
つ
い
て
、
成
年
後
見

人
・
補
助
人
が
そ
の
判
断
能
力

を
補
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
制
度
の
対

象
と
な
る
認
知
症
高
齢
者
等
の

数
に
比
べ
て
、
本
制
度
の
利
用

者
数
は
少
な
い
状
況
に
あ
り
、

少
子
高
齢
化
等
が
進
む
に
つ
れ
、

今
後
利
用
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
５
月
13
日
に
「
成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
関

す
る
法
律
（
以
下
、「
促
進
法
」

と
い
う
）」
が
施
行
さ
れ
、
平

成
29
年
３
月
24
日
に
は
、「
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計

画
」（
以
下
、「
基
本
計
画
」）

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
町
村
は
、
前
述
の
基
本
計

画
を
踏
ま
え
、
当
該
市
町
村
の

区
域
に
お
け
る
本
制
度
の
利
用

促
進
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
計

画
を
定
め
る
こ
と
が
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
促
進
法
第

23
条
）。

　
ま
た
、
市
町
村
の
計
画
は
２

０
１
７
年
度
か
ら
２
０
２
１
年

度
ま
で
の
概
ね
５
年
間
で
策
定

す
る
よ
う
国
の
基
本
計
画
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
に
お
い
て
、
市
町

村
は
、
本
制
度
の
利
用
が
必
要

な
本
人
と
そ
の
家
族
の
円
滑
な

利
用
の
た
め
に
相
談
機
能
を
担

う
と
と
も
に
、
成
年
後
見
人
等

を
支
援
す
る
た
め
の
中
核
機
関

を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
核
機
関
が
、

福
祉
・
医
療
・
法
律
の
専
門
職

や
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
な
ど
、

本
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
た

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
で
は
、
施
策
の
目

標
に
対
応
し
、
今
後
、
本
制
度

の
利
用
の
促
進
に
向
け
て
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
８

つ
の
施
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
次
の
３
点
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
．
利
用
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
実

感
で
き
る
制
度
・
運
用
の
改
善

●
財
産
管
理
の
み
な
ら
ず
、
意

思
決
定
支
援
や
身
上
保
護
の
側

面
も
重
視
し
、
本
人
の
生
活
状

況
等
を
踏
ま
え
、
本
人
の
利
益

保
護
の
た
め
に
最
も
適
切
な
後

見
人
を
選
任
・
交
代
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
本
制

度
利
用
に
お
け
る
診
断
書
等
の

改
訂
が
な
さ
れ
、
福
祉
関
係
者

が
本
人
の
生
活
状
況
等
に
関
す

る
情
報
を
記
載
し
、
医
師
に
伝

え
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、

「
本
人
情
報
シ
ー
ト
」
の
運
用

を
予
定
。

二
．
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
（
下

図
）

●
従
来
の
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
連
携
だ
け
で
は
な
く
、
新
た

に
司
法
も
含
め
た
「
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（※

）」
の
構

築
を
目
指
す
。

三
．
不
正
防
止
の
徹
底
と
利
用

し
や
す
さ
と
の
調
和

●
本
人
が
自
己
名
義
の
預
貯
金

口
座
を
維
持
す
る
こ
と
を
希
望

し
た
場
合
に
は
、
後
見
人
に
お

い
て
こ
れ
を
適
切
に
管
理
・
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、

本
制
度
の
支
援
住
託
に
並
立
・

代
替
す
る
新
た
な
方
策
の
検
討
。

不
正
防
止
の
方
策
が
制
度
利
用

の
抑
制
に
な
ら
な
い
よ
う
、
利

用
の
し
や
す
さ
と
調
和
を
図
る
。

　
市
町
村
段
階
に
お
け
る
取
り

組
み
の
具
現
化
等
を
図
る
た
め
、

本
県
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
、

県
受
託
事
業
と
し
て
、（
社
）

沖
縄
県
社
会
福
祉
士
会
が
、
行

政
や
市
町
村
社
協
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
弁
護
士
会
な

ど
の
専
門
職
後
見
団
体
等
を
構

成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
成
年
後

見
制
度
等
の
普
及
促
進
事
業
に

伴
う
広
域
連
携
会
議
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
11
月
県
内

３
地
区
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

各
市
町
村
に
お
け
る
取
り
組
み

の
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

推
進
方
策
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
各
市
町
村
単
位
で

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
中
核

機
関
の
設
置
や
地
域
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
、
同
制
度

の
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
が
推
進
さ
れ
る
予
定
で
す
。

し
か
し
、
専
門
職
後
見
人
の
確

保
が
困
難
な
過
疎
・
離
島
地
域

に
お
い
て
は
、
自
治
体
間
の
広

域
的
な
対
応
も
含
め
た
検
討
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（※

）
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、①
福
祉

等
の
関
係
者
と
後
見
人
が
チ
ー
ム
と

な
っ
て
本
人
を
見
守
る
体
制
（「
チ
ー

ム
」
対
応
）、②
福
祉
・
法
律
の
専
門

職
団
体
が
協
力
し
て
個
別
の
チ
ー
ム

を
支
援
す
る
仕
組
み（「
協
議
会
」等
）

③
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
・
運
用
の
中
核
機
関
（「
セ
ン

タ
ー
」）
の
３
つ
の
基
本
的
仕
組
み

を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
各
地
の
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
平
成
11
年
度
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
」
を
契
機
に
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
の
権
利
擁
護

の
た
め
に
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
市
民
・
住
民
が
生

活
支
援
員
を
担
い
、
本
人
の
意

思
決
定
を
大
切
に
し
な
が
ら
利

用
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行

う
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
総
合

的
な
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
５
月
に
沖
縄
県

社
協
が
実
施
し
た
「
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
及
び
成
年
後
見

制
度
に
関
す
る
実
態
把
握
調

査
」
で
は
、
県
内
の
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
の
利
用
者
６
６

１
名
の
う
ち
、
本
制
度
の
利
用

が
必
要
と
思
わ
れ
る
対
象
者
は

87
名
お
り
、
利
用
者
総
数
の
約

13
％
に
上
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
町
村
社
協
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
等
、
地
域
の

相
談
機
関
が
把
握
す
る
、
本
制

度
の
利
用
が
必
要
と
思
わ
れ
る

対
象
者
は
、
県
内
全
体
で
９
０

０
名
余
り
に
上
り
、
本
制
度
の

利
用
者
は
今
後
増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
が
、

地
域
で
安
心
・
安
全
に
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
支
援
制
度
の

周
知
や
後
見
人
等
の
担
い
手
養

成
・
確
保
、
本
人
・
親
族
申
立

の
支
援
、
首
長
申
立
を
円
滑
に

行
え
る
よ
う
、
体
制
を
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
今
後
、
市
町
村
に
お
け
る
権

利
擁
護
体
制
の
構
築
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
権
利
擁
護
の
一
翼
を

担
っ
て
き
た
社
協
も
積
極
的
に

関
わ
り
、
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

①
利
用
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
実
感

で
き
る
制
度
・
運
用
へ
改
善
を

進
め
る
。

②
全
国
ど
の
地
域
に
お
い
て
も

必
要
な
人
が
成
年
後
見
制
度
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
各
地
域
に

お
い
て
、
権
利
擁
護
支
援
の
地

域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
る
。

③
後
見
人
等
に
よ
る
横
領
等
の

不
正
防
止
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
利
用
し
や
す
さ
と
の
調
和

を
図
り
、
安
心
し
て
成
年
後
見

制
度
を
利
用
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
。

④
成
年
後
見
人
等
の
権
利
制
限

に
係
る
措
置
（
欠
格
条
項
）
を

見
直
す
。

基
本
計
画
の
概
要
等

成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
法
と

基

本

計

画
 

〜
市
町
村
段
階
の
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
に
向
け
て
〜

特 集

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
の
取
り
組
み

出典：厚生労働省

日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
と
成
年
後
見
制
度

基
本
計
画
に
お
け
る

今
後
の
施
策
目
標
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成
年
後
見
制
度
（
以
下
、「
本

制
度
」
と
い
う
）
は
、
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
自
己
決
定

権
の
尊
重
、
本
人
保
護
等
の
観

点
か
ら
、
認
知
症
や
知
的
・
精

神
の
障
害
等
で
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
の
生
命
、
身
体
、
自
由
、

財
産
等
の
権
利
を
守
る
制
度
で

す
。

　
本
制
度
は
、
契
約
等
の
法
律

行
為
に
お
け
る
意
思
決
定
が
困

難
な
方
に
つ
い
て
、
成
年
後
見

人
・
補
助
人
が
そ
の
判
断
能
力

を
補
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
制
度
の
対

象
と
な
る
認
知
症
高
齢
者
等
の

数
に
比
べ
て
、
本
制
度
の
利
用

者
数
は
少
な
い
状
況
に
あ
り
、

少
子
高
齢
化
等
が
進
む
に
つ
れ
、

今
後
利
用
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
５
月
13
日
に
「
成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
関

す
る
法
律
（
以
下
、「
促
進
法
」

と
い
う
）」
が
施
行
さ
れ
、
平

成
29
年
３
月
24
日
に
は
、「
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計

画
」（
以
下
、「
基
本
計
画
」）

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
町
村
は
、
前
述
の
基
本
計

画
を
踏
ま
え
、
当
該
市
町
村
の

区
域
に
お
け
る
本
制
度
の
利
用

促
進
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
計

画
を
定
め
る
こ
と
が
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
促
進
法
第

23
条
）。

　
ま
た
、
市
町
村
の
計
画
は
２

０
１
７
年
度
か
ら
２
０
２
１
年

度
ま
で
の
概
ね
５
年
間
で
策
定

す
る
よ
う
国
の
基
本
計
画
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
に
お
い
て
、
市
町

村
は
、
本
制
度
の
利
用
が
必
要

な
本
人
と
そ
の
家
族
の
円
滑
な

利
用
の
た
め
に
相
談
機
能
を
担

う
と
と
も
に
、
成
年
後
見
人
等

を
支
援
す
る
た
め
の
中
核
機
関

を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
核
機
関
が
、

福
祉
・
医
療
・
法
律
の
専
門
職

や
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
な
ど
、

本
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
た

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
で
は
、
施
策
の
目

標
に
対
応
し
、
今
後
、
本
制
度

の
利
用
の
促
進
に
向
け
て
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
８

つ
の
施
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
次
の
３
点
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
．
利
用
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
実

感
で
き
る
制
度
・
運
用
の
改
善

●
財
産
管
理
の
み
な
ら
ず
、
意

思
決
定
支
援
や
身
上
保
護
の
側

面
も
重
視
し
、
本
人
の
生
活
状

況
等
を
踏
ま
え
、
本
人
の
利
益

保
護
の
た
め
に
最
も
適
切
な
後

見
人
を
選
任
・
交
代
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
本
制

度
利
用
に
お
け
る
診
断
書
等
の

改
訂
が
な
さ
れ
、
福
祉
関
係
者

が
本
人
の
生
活
状
況
等
に
関
す

る
情
報
を
記
載
し
、
医
師
に
伝

え
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、

「
本
人
情
報
シ
ー
ト
」
の
運
用

を
予
定
。

二
．
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
（
下

図
）

●
従
来
の
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
連
携
だ
け
で
は
な
く
、
新
た

に
司
法
も
含
め
た
「
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（※

）」
の
構

築
を
目
指
す
。

三
．
不
正
防
止
の
徹
底
と
利
用

し
や
す
さ
と
の
調
和

●
本
人
が
自
己
名
義
の
預
貯
金

口
座
を
維
持
す
る
こ
と
を
希
望

し
た
場
合
に
は
、
後
見
人
に
お

い
て
こ
れ
を
適
切
に
管
理
・
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、

本
制
度
の
支
援
住
託
に
並
立
・

代
替
す
る
新
た
な
方
策
の
検
討
。

不
正
防
止
の
方
策
が
制
度
利
用

の
抑
制
に
な
ら
な
い
よ
う
、
利

用
の
し
や
す
さ
と
調
和
を
図
る
。

　
市
町
村
段
階
に
お
け
る
取
り

組
み
の
具
現
化
等
を
図
る
た
め
、

本
県
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
、

県
受
託
事
業
と
し
て
、（
社
）

沖
縄
県
社
会
福
祉
士
会
が
、
行

政
や
市
町
村
社
協
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
弁
護
士
会
な

ど
の
専
門
職
後
見
団
体
等
を
構

成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
成
年
後

見
制
度
等
の
普
及
促
進
事
業
に

伴
う
広
域
連
携
会
議
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
11
月
県
内

３
地
区
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

各
市
町
村
に
お
け
る
取
り
組
み

の
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

推
進
方
策
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
各
市
町
村
単
位
で

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
中
核

機
関
の
設
置
や
地
域
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
、
同
制
度

の
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
が
推
進
さ
れ
る
予
定
で
す
。

し
か
し
、
専
門
職
後
見
人
の
確

保
が
困
難
な
過
疎
・
離
島
地
域

に
お
い
て
は
、
自
治
体
間
の
広

域
的
な
対
応
も
含
め
た
検
討
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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れ
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は
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数
の
約
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に
上
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が
わ
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、
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居
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、
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の
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も
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的
に
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く
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が
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す
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が
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を
実
感

で
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る
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進
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が
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で
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よ
う
、
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を

見
直
す
。

基
本
計
画
の
概
要
等

成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
法
と

基

本

計

画

 

〜
市
町
村
段
階
の
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
に
向
け
て
〜

特 集

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
の
取
り
組
み

出典：厚生労働省

日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
と
成
年
後
見
制
度

基
本
計
画
に
お
け
る

今
後
の
施
策
目
標
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民
間
福
祉
資
金
の
効
率
的
運
用
を
図
る
た
め
、
２
０
２
０
年
度
（
一

部
２
０
１
９
年
度
）
事
業
の
民
間
福
祉
資
金
要
望
調
書
を
沖
縄
県
共
同

募
金
会
が
窓
口
と
な
っ
て
受
け
付
け
ま
す
。

　
受
付
期
間
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５
月
７
日
17
時
ま
で
で
す
。
詳
し
く

は
沖
縄
県
共
同
募
金
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。
要
望
調

書
を
提
出
さ
れ
た
団
体
に
は
、
改
め
て
各
助
成
団
体
へ
の
助
成
金
申
請

を
案
内
し
ま
す
。

▲具志堅グループ琉鵬会（歳末にも寄付）▲沖縄県金融協会

▲沖縄県老人クラブ連合会

▲沖縄県ボウリング場協会▲沖縄セルラー電話株式会社▲琉球銀行株式会社

▲沖縄銀行労働組合

▲沖縄国際大学祭実行委員会▲学校法人ＫＢＣ学園

▲アーチスト池原颯人

▲株式会社沖縄銀行(歳末にも同額寄付)▲株式会社サンエー▲(公財)農林水産団体共済会

▲(一社)沖縄県歯科医師会

▲オキコ株式会社▲沖縄明治乳業株式会社

▲一般社団法人沖縄県洋菓子協会▲公益社団法人久米国鼎会▲沖縄製粉株式会社

▲株式会社丸大▲第45回メサイア演奏会実行委員会▲玉の子保育園

２
０
２
０
年
度
事
業

（
一
部
２
０
１
９
年
度
）に
要
す
る

「
民
間
福
祉
資
金
要
望
調
書
」の

受
付
に
つ
い
て

社会福祉法人（市
町村社協は原則対
象外）、公益財団
法人、公益財団法
人、NPO等

社会福祉法人
公益法人
一般社団・財団法人
NPO等

社会福祉法人（市
町村社協を除く）、
公益法人、一般社
団・財団法人、NPO
等

障害者（児）・老人・
母子及び児童福祉
事業にかかる車両
整備・備品整備・
施設整備等

地域の福祉課題解、
厚生保護事業、研
修会、大会開催・
派遣等、施設・環
境・車両・備品整
備

施設・環境整備、
機器・備品等購入、
研修事業、在宅福
祉等の普及・向上、
その他高齢者福祉
の推進等

資金種別 事業年度

2019
年度

2020
年度

2020
年度

対象事業 対象団体

中央競馬
馬主社会
福祉財団

赤い羽根
共同募金
（一般）

沖縄県
社会福祉
振興基金

（沖縄県共同募金会受付分）

NHK歳末たすけあい募金
68施設・団体へ配分しました

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金
りゅうちゃん子どもの希望募金・7月豪雨災害義援金
北海道胆振東部地震義援金

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金
りゅうちゃん子どもの希望募金・7月豪雨災害義援金
北海道胆振東部地震義援金

たくさんの方々の
心温まるご支援・ご協力、
ありがとうございます。

寄付先：赤い羽根共同募金

寄付先：歳末たすけあい募金

寄付先：北海道胆振東部地震

寄付先：りゅうちゃん子どもの希望募金

寄付先：7月豪雨災害

　
12
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
実
施
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
は
、
た
く
さ
ん
の
県
民
、
企
業
団
体
か
ら
心
温
ま
る
ご

寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
（
本
会
受
付
分
）
に
い
た
だ

い
た
浄
財
は
、
県
内
45
団
体
へ
の
助
成
金
、

児
童
養
護
９
施
設
の
就
学
・
就
職
に
必
要
な

支
度
金
、
離
島
８
村
社
協
に
は
一
人
暮
ら
し

や
寝
た
き
り
、
生
活
困
窮
者
へ
の
見
舞
金
と

し
て
、
合
計
５
７
６
万
４
千
円
を
配
分
し
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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▲大山氏による講演

▲見守りステッカー・マグネットシート
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社
会
福
祉
法
第
82
条
で
は

「
社
会
福
祉
事
業
の
経
営
者
は
、

常
に
そ
の
提
供
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、利
用
者
等
か
ら

の
苦
情
の
適
切
な
解
決
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、各
福
祉
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
に
お
い
て
、
苦
情

解
決
体
制
の
整
備
、
そ
の
適
切

な
運
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会
（
以
下
、「
沖

運
適
」
と
い
う
）
は
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
に
お
い
て

事
業
所
で
の
解
決
が
困
難
な
場

合
や
事
業
所
に
直
接
苦
情
を
申

し
出
に
く
い
場
合
に
利
用
者
等

か
ら
相
談
を
受
け
付
け
、
話
し

合
い
に
よ
っ
て
解
決
を
図
る
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
沖
運
適
に
寄
せ
ら

れ
る
苦
情
で
は
、
職
員
の
態
度

や
言
葉
づ
か
い
な
ど
の
接
遇
に

関
す
る
こ
と
が
最
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
沖
運

適
で
は
、
１
月
21
日
、
県
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
苦

情
対
応
に
求
め
ら
れ
る
知
識
と

技
術
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

苦
情
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
本
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
苦
情
解
決
責
任

者
を
は
じ
め
、
苦
情
受
付
担
当

者
、
第
三
者
委
員
、
高
齢
者
・

障
害
者
・
児
童
の
各
分
野
の
施

設
・
事
業
所
か
ら
、
２
５
３
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
沖
運
適
委
員
長
の
竹

藤
登
氏
か
ら
「
苦
情
対
応
に
求

め
ら
れ
る
知
識
と
技
術
」
と
題

し
て
、
苦
情
の
適
切
な
対
応
方

法
に
つ
い
て
講
義
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
苦
情
を
な
く
す
の
で
は

な
く
、
要
望
・
苦
情
に
適
切
に

対
応
し
、
解
決
す
る
こ
と
で
信

頼
関
係
の
構
築
や
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
繋
が
る
こ
と
、「
苦
情

に
１
０
０
％
応
え
る
」
の
で
は

な
く
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
、
申
出
者
の
感
情
に
対
応
し

て
い
く
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
・
ア
ン
ド
・
オ
ー 

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
大

山
美
智
代
氏
か
ら
は
「
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
・
事
業
所

に
お
け
る
苦
情
に
な
ら
な
い
為

の
接
遇
」に
つ
い
て
、話
し
の
聞

き
方
・
伝
え
方
・
表
現
に
つ
い
て

の
留
意
点
を
抑
え
、
相
手
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
応
対
を
行

う
こ
と
で
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
非
言
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

改
め
て
知
っ
た
」「
感
情
を
受
け

入
れ
る
大
切
さ
を
痛
感
し
た
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
12
月
25
日
に
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
、「
生
命
保
険
協

会
沖
縄
県
協
会 

福
祉
巡
回
車
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
福
祉
物
品
（
足
踏
み

シ
ー
ラ
ー
、
ア
ル
ミ
コ
ン
テ
ナ

カ
ー
、
耕
う
ん
機
）
寄
贈
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
命
保
険
協
会
沖
縄
県
協
会

小
林
実
会
長
か
ら
は
「
募
金
活

動
を
行
っ
た
仲
間
た
ち
の
代
表

と
し
て
寄
贈
し
ま
す
。
今
後
も

寄
贈
を
通
じ
て
支
援
を
継
続
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　
福
祉
巡
回
車
の
寄
贈
を
受
け

た
南
城
市
社
協
の
阿
嘉
広
雄
会

長
か
ら
「
巡
回
車
は
、
小
地
域

活
動
を
行
う
う
え
で
大
切
な
移

動
手
段
。
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

し
て
い
る
方
の
た
め
に
迅
速
な

対
応
が
で
き
る
」
と
、
お
礼
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
命
保
険
協
会
沖
縄
県
協
会

で
は
、
毎
年
、Ｃ
Ｒ
活
動
（
企

業
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
）
の

一
環
と
し
て
、
寄
贈
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
寄
贈
内
容
】

◎
福
祉
巡
回
車（
南
城
市
社
協
）

◎
Ａ
Ｅ
Ｄ（
北
谷
町
社
協
）

◎ 

足
踏
み
シ
ー
ラ
ー
（
一
般

社
団
法
人
一
歩
、
社
会
福
祉
法

人
蒼
生
の
会
美
ら
風
）

◎
ア
ル
ミ
コ
ン
テ
ナ
カ
ー

　（
合
同
会
社
Ｎ
ハ
ウ
ス
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
が
ふ
）

◎
耕
う
ん
機

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
風
の
庭
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
こ
ち
の
な
ー
）

【
寄
贈
実
績
】

◎
平
成
４
年
度
〜

　
・
福
祉
巡
回
車
46
台

◎
平
成
20
年
度
〜

　
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
12
台

　
・
福
祉
物
品
33
団
体

【
寄
贈
先
】

市
町
村
社
協
、
障
が
い
者
支
援

団
体

▲セミナーの様子

▲贈呈式の様子▲寄贈車両

●
南
風
原
町
社
協

　
南
風
原
町
社
協
（
前
川
義
美

会
長
：
以
下
、「
町
社
協
」
と

い
う
）
は
、
平
成
28
年
度
よ
り

県
社
協
か
ら
「
社
会
的
孤
立
対

策
モ
デ
ル
事
業
」
の
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
３
年
間
の
取
り
組
み
を

振
り
返
り
、
町
社
協
の
田
場
敦

係
長
か
ら
「
各
小
学
校
区
に
２

名（
計
８
名
）の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
以
下
、

「
Ｃ
Ｓ
Ｗ
」と
い
う
）を
配
置
し
た

こ
と
で
、地
域
か
ら
の
要
望
や

課
題
に
迅
速
に
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
今
ま
で
個
別
支

援
だ
け
だ
っ
た
こ
と
が
地
域
支

援
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
社
協
が
企
画
す
る

福
祉
講
演
会
や
勉
強
会
を
通
し

て
、
障
が
い
へ
の
理
解
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
住
民
の
福
祉
意

識
が
高
ま
っ
て
お
り
、
気
に
な

る
方
の
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
他
、Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
民
生
委

員
や
福
祉
協
力
員
と
協
働
す
る

こ
と
で
、
問
題
の
抱
え
込
み
防

止
に
も
な
っ
て
い
る
と
の
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。

　
町
社
協
の
島
袋
康
史
事
務
局

長
は
「
今
後
、
児
童
館
を
拠
点

と
し
た
児
童
分
野
や
親
子
（
世

帯
丸
ご
と
）
の
支
援
も
行
い
た

い
。
ま
た
、
児
童
館
を
拠
点
と

す
る
こ
と
で
、
小
学
校
区
内
に

お
け
る
地
区
社
協
と
し
て
の
機

能
を
果
た
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

●
今
帰
仁
村
社
協

　
今
帰
仁
村
社
協
（
田
港
朝
茂

会
長
：
以
下
、「
村
社
協
」
と

い
う
）
は
、
県
社
協
か
ら
の
指

定
事
業
「
社
会
的
孤
立
対
策
モ

デ
ル
事
業
」
に
引
き
続
き
、
平

成
30
年
度
か
ら
は
「
社
会
的
孤

立
対
策
（
な
き
じ
ん
結
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
事
業
」
を
村
社
協
独

自
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
、
住
民
主
体
の
見
守
り
・
声

掛
け
活
動
や
居
場
所
づ
く
り
を

通
し
て
、
社
会
的
孤
立
の
防
止

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事

業
を
実
施
し
て
い
た
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
の
３
年
間

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
村

社
協
の
座
間
味
美
智
枝
事
務
局

長
か
ら

「
地
域
福

祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
４

名
配
置
し
、

村
内
全
19

字
に
地
域

相
談
窓
口

を
設
置
し

た
こ
と
で
、

職
員
の
意

識
向
上
が

図
ら
れ
、
住
民
と
顔
の
見
え
る

関
係
が
構
築
さ
れ
た
」
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
、
民
間
事
業
者
や
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
重
層
的
な
支

援
が
で
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　
ま
た
、「『
社
会
的
孤
立
対
策

モ
デ
ル
事
業
』
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
で
、
地
域
福
祉
活
動
を

活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
地

域
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
同
時
に
、

「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
地
域
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
支
え
合
い

の
体
制
づ
く
り
が
で
き
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
と
地

域
相
談
窓
口
の
設
置
を
他
市
町

村
へ
も
勧
め
た
い
」
と
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。

社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

配
置
の
成
果
に
つ
い
て

https:www.okishakyo.or.jp/korituzero/

T HANK S運動 検索

　＝ちいきの　  ＝ひとびとが  　 ＝あかるい
  　＝ネットワークを  　＝きずき  　＝ささえあうしゃかい

Ｔ Ｈ Ａ

Ｎ Ｋ Ｓ

こちらのホームページでは、地域の先駆的な取り組み事例などを紹介しています。

福
祉
巡
回
車
、Ａ
Ｅ
Ｄ
、福
祉
物
品
等
を
寄
贈

生
命
保
険
協
会
沖
縄
県
協
会

沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
適
正
化
委
員
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

南風原町社協・コミュニティソーシャル
ワーカーの相談支援件数の推移（H22～H29)

南風原町社協・相談支援件数（対象別）

相談支援件数（対象別）

相談支援件数（対象別）
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CSW
年度

相談支援件数

4人
Ｈ22
124

4人
Ｈ23
1,315

4人
Ｈ24
1,762

4人
Ｈ25
1,799

4人
Ｈ26
2,682

7人
Ｈ27
4,252

8人
Ｈ28
7,706

8人
H29
8,894

Ｈ22

高
齢
者

児
童
未
成
年

母
子
父
子

生
活
困
窮

地
域

そ
の
他

障
がい
者

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

H26 H27 H28 H29
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▲大山氏による講演

▲見守りステッカー・マグネットシート

2019.3.1福祉情報おきなわ 2019.3.1福祉情報おきなわ

　
社
会
福
祉
法
第
82
条
で
は

「
社
会
福
祉
事
業
の
経
営
者
は
、

常
に
そ
の
提
供
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、利
用
者
等
か
ら

の
苦
情
の
適
切
な
解
決
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、各
福
祉
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
に
お
い
て
、
苦
情

解
決
体
制
の
整
備
、
そ
の
適
切

な
運
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会
（
以
下
、「
沖

運
適
」
と
い
う
）
は
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
に
お
い
て

事
業
所
で
の
解
決
が
困
難
な
場

合
や
事
業
所
に
直
接
苦
情
を
申

し
出
に
く
い
場
合
に
利
用
者
等

か
ら
相
談
を
受
け
付
け
、
話
し

合
い
に
よ
っ
て
解
決
を
図
る
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
沖
運
適
に
寄
せ
ら

れ
る
苦
情
で
は
、
職
員
の
態
度

や
言
葉
づ
か
い
な
ど
の
接
遇
に

関
す
る
こ
と
が
最
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
沖
運

適
で
は
、
１
月
21
日
、
県
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
苦

情
対
応
に
求
め
ら
れ
る
知
識
と

技
術
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

苦
情
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
本
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
苦
情
解
決
責
任

者
を
は
じ
め
、
苦
情
受
付
担
当

者
、
第
三
者
委
員
、
高
齢
者
・

障
害
者
・
児
童
の
各
分
野
の
施

設
・
事
業
所
か
ら
、
２
５
３
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
沖
運
適
委
員
長
の
竹

藤
登
氏
か
ら
「
苦
情
対
応
に
求

め
ら
れ
る
知
識
と
技
術
」
と
題

し
て
、
苦
情
の
適
切
な
対
応
方

法
に
つ
い
て
講
義
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
苦
情
を
な
く
す
の
で
は

な
く
、
要
望
・
苦
情
に
適
切
に

対
応
し
、
解
決
す
る
こ
と
で
信

頼
関
係
の
構
築
や
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
繋
が
る
こ
と
、「
苦
情

に
１
０
０
％
応
え
る
」
の
で
は

な
く
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
、
申
出
者
の
感
情
に
対
応
し

て
い
く
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
・
ア
ン
ド
・
オ
ー 

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
大

山
美
智
代
氏
か
ら
は
「
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
・
事
業
所

に
お
け
る
苦
情
に
な
ら
な
い
為

の
接
遇
」に
つ
い
て
、話
し
の
聞

き
方
・
伝
え
方
・
表
現
に
つ
い
て

の
留
意
点
を
抑
え
、
相
手
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
応
対
を
行

う
こ
と
で
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
非
言
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

改
め
て
知
っ
た
」「
感
情
を
受
け

入
れ
る
大
切
さ
を
痛
感
し
た
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
12
月
25
日
に
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
、「
生
命
保
険
協

会
沖
縄
県
協
会 

福
祉
巡
回
車
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
福
祉
物
品
（
足
踏
み

シ
ー
ラ
ー
、
ア
ル
ミ
コ
ン
テ
ナ

カ
ー
、
耕
う
ん
機
）
寄
贈
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
命
保
険
協
会
沖
縄
県
協
会

小
林
実
会
長
か
ら
は
「
募
金
活

動
を
行
っ
た
仲
間
た
ち
の
代
表

と
し
て
寄
贈
し
ま
す
。
今
後
も

寄
贈
を
通
じ
て
支
援
を
継
続
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　
福
祉
巡
回
車
の
寄
贈
を
受
け

た
南
城
市
社
協
の
阿
嘉
広
雄
会

長
か
ら
「
巡
回
車
は
、
小
地
域

活
動
を
行
う
う
え
で
大
切
な
移

動
手
段
。
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

し
て
い
る
方
の
た
め
に
迅
速
な

対
応
が
で
き
る
」
と
、
お
礼
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
命
保
険
協
会
沖
縄
県
協
会

で
は
、
毎
年
、Ｃ
Ｒ
活
動
（
企

業
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
）
の

一
環
と
し
て
、
寄
贈
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
寄
贈
内
容
】

◎
福
祉
巡
回
車（
南
城
市
社
協
）

◎
Ａ
Ｅ
Ｄ（
北
谷
町
社
協
）

◎ 

足
踏
み
シ
ー
ラ
ー
（
一
般

社
団
法
人
一
歩
、
社
会
福
祉
法

人
蒼
生
の
会
美
ら
風
）

◎
ア
ル
ミ
コ
ン
テ
ナ
カ
ー

　（
合
同
会
社
Ｎ
ハ
ウ
ス
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
が
ふ
）

◎
耕
う
ん
機

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
風
の
庭
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
こ
ち
の
な
ー
）

【
寄
贈
実
績
】

◎
平
成
４
年
度
〜

　
・
福
祉
巡
回
車
46
台

◎
平
成
20
年
度
〜

　
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
12
台

　
・
福
祉
物
品
33
団
体

【
寄
贈
先
】

市
町
村
社
協
、
障
が
い
者
支
援

団
体

▲セミナーの様子

▲贈呈式の様子▲寄贈車両

●
南
風
原
町
社
協

　
南
風
原
町
社
協
（
前
川
義
美

会
長
：
以
下
、「
町
社
協
」
と

い
う
）
は
、
平
成
28
年
度
よ
り

県
社
協
か
ら
「
社
会
的
孤
立
対

策
モ
デ
ル
事
業
」
の
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
３
年
間
の
取
り
組
み
を

振
り
返
り
、
町
社
協
の
田
場
敦

係
長
か
ら
「
各
小
学
校
区
に
２

名（
計
８
名
）の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
以
下
、

「
Ｃ
Ｓ
Ｗ
」と
い
う
）を
配
置
し
た

こ
と
で
、地
域
か
ら
の
要
望
や

課
題
に
迅
速
に
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
今
ま
で
個
別
支

援
だ
け
だ
っ
た
こ
と
が
地
域
支

援
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
社
協
が
企
画
す
る

福
祉
講
演
会
や
勉
強
会
を
通
し

て
、
障
が
い
へ
の
理
解
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
住
民
の
福
祉
意

識
が
高
ま
っ
て
お
り
、
気
に
な

る
方
の
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
他
、Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
民
生
委

員
や
福
祉
協
力
員
と
協
働
す
る

こ
と
で
、
問
題
の
抱
え
込
み
防

止
に
も
な
っ
て
い
る
と
の
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。

　
町
社
協
の
島
袋
康
史
事
務
局

長
は
「
今
後
、
児
童
館
を
拠
点

と
し
た
児
童
分
野
や
親
子
（
世

帯
丸
ご
と
）
の
支
援
も
行
い
た

い
。
ま
た
、
児
童
館
を
拠
点
と

す
る
こ
と
で
、
小
学
校
区
内
に

お
け
る
地
区
社
協
と
し
て
の
機

能
を
果
た
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

●
今
帰
仁
村
社
協

　
今
帰
仁
村
社
協
（
田
港
朝
茂

会
長
：
以
下
、「
村
社
協
」
と

い
う
）
は
、
県
社
協
か
ら
の
指

定
事
業
「
社
会
的
孤
立
対
策
モ

デ
ル
事
業
」
に
引
き
続
き
、
平

成
30
年
度
か
ら
は
「
社
会
的
孤

立
対
策
（
な
き
じ
ん
結
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
事
業
」
を
村
社
協
独

自
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
、
住
民
主
体
の
見
守
り
・
声

掛
け
活
動
や
居
場
所
づ
く
り
を

通
し
て
、
社
会
的
孤
立
の
防
止

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事

業
を
実
施
し
て
い
た
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
の
３
年
間

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
村

社
協
の
座
間
味
美
智
枝
事
務
局

長
か
ら

「
地
域
福

祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
４

名
配
置
し
、

村
内
全
19

字
に
地
域

相
談
窓
口

を
設
置
し

た
こ
と
で
、

職
員
の
意

識
向
上
が

図
ら
れ
、
住
民
と
顔
の
見
え
る

関
係
が
構
築
さ
れ
た
」
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
、
民
間
事
業
者
や
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
重
層
的
な
支

援
が
で
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　
ま
た
、「『
社
会
的
孤
立
対
策

モ
デ
ル
事
業
』
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
で
、
地
域
福
祉
活
動
を

活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
地

域
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
同
時
に
、

「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
地
域
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
支
え
合
い

の
体
制
づ
く
り
が
で
き
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
と
地

域
相
談
窓
口
の
設
置
を
他
市
町

村
へ
も
勧
め
た
い
」
と
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。

社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

配
置
の
成
果
に
つ
い
て

https:www.okishakyo.or.jp/korituzero/

T HANK S運動 検索

　＝ちいきの　  ＝ひとびとが  　 ＝あかるい
  　＝ネットワークを  　＝きずき  　＝ささえあうしゃかい

Ｔ Ｈ Ａ

Ｎ Ｋ Ｓ

こちらのホームページでは、地域の先駆的な取り組み事例などを紹介しています。

福
祉
巡
回
車
、Ａ
Ｅ
Ｄ
、福
祉
物
品
等
を
寄
贈

生
命
保
険
協
会
沖
縄
県
協
会

沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
適
正
化
委
員
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

南風原町社協・コミュニティソーシャル
ワーカーの相談支援件数の推移（H22～H29)

南風原町社協・相談支援件数（対象別）

相談支援件数（対象別）

相談支援件数（対象別）
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CSW
年度

相談支援件数

4人
Ｈ22
124

4人
Ｈ23
1,315

4人
Ｈ24
1,762

4人
Ｈ25
1,799

4人
Ｈ26
2,682

7人
Ｈ27
4,252

8人
Ｈ28
7,706

8人
H29
8,894

Ｈ22

高
齢
者

児
童
未
成
年

母
子
父
子

生
活
困
窮

地
域

そ
の
他

障
がい
者

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

H26 H27 H28 H29
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▲分科会の様子

▲基調講演の様子

▲講師 永田氏の話を熱心に聞き入る参加者

2019.3.1福祉情報おきなわ 2019.3.1福祉情報おきなわ

　
本
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
市
町
村

社
協
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
53
名

が
参
加
し
、
住
民
や
専
門
職
等

の
連
携
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

や
関
係
機
関
の
連
携
協
働
の
あ

り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　
前
半
で
は
、「
住
民
と
専
門

職
等
の
連
携
に
よ
る
支
援
の
展

開
と
支
援
体
制
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
同
志
社
大
学
社
会

学
部
社
会
福
祉
学
科 

教
授 

永

田
祐 

氏
よ
り
講
義
が
あ
り
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
は
一
人
の
ワ
ー
カ
ー
の

役
割
で
は
な
く
、
組
織
・
多
機

関
協
働
の
機
能
と
捉
え
る
必
要

が
あ
る
」
と
話
し
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
支
援
の
展
開
に

お
い
て
、
地
域
福
祉
の
基
盤
が

な
け
れ
ば
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握

は
難
し
い
」
と
指
摘
し
、「
個

別
支
援
の
展
開
か
ら
地
域
支
援

と
い
っ
た
一
方
向
だ
け
で
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
循
環

す
る
関
係
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
大
切
」と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
実
践
報
告
で
は
、
今
帰

仁
村
社
協
上
野
加
威
氏
よ
り
、

村
内
の
字
単
位
の
「
地
域
相
談

窓
口
」
や
「
地
域
見
守
り
隊
」

な
ど
、
地
域
で
の
ニ
ー
ズ
把
握

や
課
題
解
決
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
浦
添
市
社
協
石
原
宏
紀
氏
か

ら
は
、
第
２
層
協
議
体
（※

）

を

活
か
し
た
連
携
協
働
の
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
、
講
師
の
永
田
氏
か
ら
講
義

の
振
り
返
り
を
含
め
、
助
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
演
習
で
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
事
例
に
よ

る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
演
習
の
中
で
は
、
地
域
支
援

の
視
点
も
持
ち
な
が
ら
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
行
い
、
事
前
対
応
の

仕
組
み
・
体
制
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
、
熱
心
な
議
論
が
行
わ

れ
、
そ
の
成
果
を
全
体
で
共
有

し
ま
し
た
。

　
講
師
の
永
田
氏
は
「
自
分
の

地
域
の
ど
の
よ
う
な
機
会
を
活

用
し
て
協
議
を
行
い
、
協
働
を

生
み
出
し
て
い
く
か
を
意
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加
者

へ
投
げ
か
け
、
セ
ミ
ナ
ー
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

※

第
２
層
協
議
体…

生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
生
活
支
援
・
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
等
が
参

画
し
、
定
期
的
な
情
報
共
有
及
び
連

携
強
化
の
場
と
し
て
、
日
常
生
活
圏

域（
中
学
校
区
等
）に
設
置
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

　
県
心
身
障
害
児
者
施
設
協
議

会
（
以
下
、「
心
身
協
」
と
い
う
）

と
県
身
体
障
害
児
者
施
設
協
議

会
（
以
下
、「
身
障
協
」
と
い
う
）

は
、
12
月
７
日
に
、
県
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
沖
縄

県
障
害
児
者
施
設
職
員
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
会
は
県
内
の
障
害
児

者
支
援
施
設
・
事
業
所
の
職
員

が
一
堂
に
会
し
、
現
場
で
日
頃

の
取
り
組
み
を
共
有
し
、
職
員

の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
施
設
等
の
職
員
80
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
の
挨
拶
で
、
県
心
身
協

研
修
委
員
会
の
豊
村
委
員
長
か

ら
「
人
材
不
足
や
育
成
、
地
域

生
活
支
援
の
強
化
等
様
々
な
課

題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
各
施
設
で
日
頃
抱
え
て
い

る
課
題
や
情
報
交
換
を
行
う

等
、
充
実
し
た
時
間
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
上
智
大
学 

総
合

人
間
科
学
部
教
授 

大
塚 

晃
氏

か
ら
「
障
害
児
者
の
地
域
生
活

移
行
及
び
地
域
生
活
支
援
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。
障
害
児
者

の
社
会
参
加
や
利
用
者
の
意
思

決
定
の
あ
り
方
、
地
域
生
活
で

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。
講
演
の
中
で
、
大
塚

氏
か
ら
「
支
援
者
と
し
て
利
用

者
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
え

て
支
援
を
し
て
い
く
視
点
を
持

つ
こ
と
が
大
切
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
「
利
用
者
の
社

会
参
加
に
つ
い
て
」、「
施
設
職

員
の
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
県
社
協
で
は
、
困
窮
者
支
援

を
行
っ
て
い
る
機
関
・
団
体
等

の
職
員
を
対
象
に
、
11
月
22
日

に
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
研

究
協
議
会
（
後
援
：
沖
縄
県
・

公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
労
働
者

福
祉
基
金
協
会
）」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
本
研
究
協
議
会
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
さ
ら

な
る
推
進
と
、
今
年
度
10
月
に

改
正
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
等
を
踏
ま
え
、
県
内
の

生
活
困
窮
者
支
援
に
携
わ
る
関

係
者
が
連
携
し
、
適
切
か
つ
効

果
的
な
支
援
の
実
施
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
午
前
中
は
、
県
社
協
・
地
域

福
祉
部
長
の
新
崎
盛
信
か
ら

「
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン
ク
ス
）

運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

説
明
を
行
い
ま
し
た
。続
い
て
、

「
沖
縄
県
内
の
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
の
実
施
状
況
と
支

援
者
に
求
め
ら
れ
る
視
点
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
琉
球
大
学
人

文
社
会
学
部
教
授
の
本
村
真
氏

か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で
重

視
す
る
価
値
・
相
談
面
接
技
術

の
基
礎
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
、

県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
総
括

責
任
者
の
濱
里
正
史
氏
か
ら

は
、
県
内
の
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
関
連
事
業
や
雇
用
・
生
活

環
境
か
ら
み
た
困
窮
世
帯
の
課

題
に
つ
い
て
講
話
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
午
後
は
、「
事
例
検
討
を
通

し
て
支
援
方
法
を
考
え
る
」
と

題
し
、
沖
縄
県
就
職
・
生
活
支

援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
北
部
統
括
責
任
者
永
吉
哲

三
氏
、
那
覇
市
就
職
・
生
活
支

援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
統
括
責
任
者
名
嘉
泰
氏
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
を
務
め
、
事

例
を
も
と
に
対
象
者
・
家
族
・

世
帯
全
体
へ
の
支
援
方
法
を
検

討
し
ま
し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
で
取
り
ま
と
め

た
支
援
方
法
と
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
に
お
け
る
実
際
の

支
援
プ
ラ
ン
と
を
比
較
し
、
意

見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
名

嘉
氏
か
ら
は
「
困
窮
者
を

助
け
る
の
で
は
な
く
、
支

え
る
・
手
伝
う
・
応
援
す

る
を
心
掛
け
た
『
伴
走
型

支
援
』
が
重
要
で
あ
る
」

と
助
言
を
い
た
だ
き
、
永

吉
氏
か
ら
「
様
々
な
支
援

者
が
連
携
を
図
る
た
め
に

は
、
地
域
福
祉
の
中
核
を

担
う
社
協
と
の
連
携
、
ま

た
社
協
に
は
そ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
午
後
の
講
義
か

ら
県
内
の
北
部
、
中
部
、

南
部
及
び
離
島
ご
と
の
支
援
者

で
グ
ル
ー
プ
編
成
を
行
い
、
支

援
者
同
士
の
関
係
づ
く
り
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
各
関
係
機
関
に

よ
る
生
活
困
窮
者
支
援
の
課
題

や
、
課
題
に
対
し
て
支
援
者
が

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
討
議
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
同
じ
課
題

を
持
っ
た
地
区
の
支
援
者
同
士

で
意
見
交
換
が
図
ら
れ
、
今
後

の
支
援
に
お
い
て
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
声
が
寄
せ
ら

れ
、
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な

支
援
体
制
を
目
指
す
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

ト
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い

日
頃
の
支
援
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
に

と
っ
て
は
と
て
も
内
容
の
濃
い

研
修
で
、
勉
強
に
な
っ
た
。
次

へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ

う
な
気
が
し
た
」「
地
域
生
活

支
援
を
行
う
う
え
で
、
職
員
一

人
ひ
と
り
の
立
場
や
役
割
を
確

認
し
て
い
く
事
の
大
切
さ
を
実

感
し
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
本
研
修
会
の
成
果
を
踏
ま

え
、
両
協
議
会
で
は
、
今
後
も

県
内
の
各
施
設
・
事
業
所
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

▲沖縄県労働者福祉基金協会　濱里氏

▲グループワークを実施する参加者

▲琉球大学教授　本村氏

　県
社
協
で
は
、
地
域
の
人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
支

え
合
う
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン
ク
ス
）
運
動

の
推
進
と
、
県
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
の
普
及
促

進
を
目
的
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

　
　
　
　

 

実
践
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

〜
住
民
と
専
門
職
等
の
連
携
に
よ
る
新
の
展
開
と
そ
れ
ら
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
〜

〜
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な
支
援
体
制
を
目
指
し
て
〜

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
研
究
協
議
会
を
開
催

〜
住
民
と
専
門
職
等
の
連
携
に
よ
る
新
の
展
開
と
そ
れ
ら
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
〜

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

　
　
　
　

 

実
践
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

沖
縄
県
障
害
児
者
施
設

　
　
　
　

   

職
員
研
修
会
を
開
催
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▲分科会の様子

▲基調講演の様子

▲講師 永田氏の話を熱心に聞き入る参加者

2019.3.1福祉情報おきなわ 2019.3.1福祉情報おきなわ

　
本
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
市
町
村

社
協
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
53
名

が
参
加
し
、
住
民
や
専
門
職
等

の
連
携
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

や
関
係
機
関
の
連
携
協
働
の
あ

り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　
前
半
で
は
、「
住
民
と
専
門

職
等
の
連
携
に
よ
る
支
援
の
展

開
と
支
援
体
制
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
同
志
社
大
学
社
会

学
部
社
会
福
祉
学
科 

教
授 

永

田
祐 

氏
よ
り
講
義
が
あ
り
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
は
一
人
の
ワ
ー
カ
ー
の

役
割
で
は
な
く
、
組
織
・
多
機

関
協
働
の
機
能
と
捉
え
る
必
要

が
あ
る
」
と
話
し
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
支
援
の
展
開
に

お
い
て
、
地
域
福
祉
の
基
盤
が

な
け
れ
ば
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握

は
難
し
い
」
と
指
摘
し
、「
個

別
支
援
の
展
開
か
ら
地
域
支
援

と
い
っ
た
一
方
向
だ
け
で
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
循
環

す
る
関
係
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
大
切
」と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
実
践
報
告
で
は
、
今
帰

仁
村
社
協
上
野
加
威
氏
よ
り
、

村
内
の
字
単
位
の
「
地
域
相
談

窓
口
」
や
「
地
域
見
守
り
隊
」

な
ど
、
地
域
で
の
ニ
ー
ズ
把
握

や
課
題
解
決
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
浦
添
市
社
協
石
原
宏
紀
氏
か

ら
は
、
第
２
層
協
議
体
（※

）

を

活
か
し
た
連
携
協
働
の
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
、
講
師
の
永
田
氏
か
ら
講
義

の
振
り
返
り
を
含
め
、
助
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
演
習
で
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
事
例
に
よ

る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
演
習
の
中
で
は
、
地
域
支
援

の
視
点
も
持
ち
な
が
ら
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
行
い
、
事
前
対
応
の

仕
組
み
・
体
制
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
、
熱
心
な
議
論
が
行
わ

れ
、
そ
の
成
果
を
全
体
で
共
有

し
ま
し
た
。

　
講
師
の
永
田
氏
は
「
自
分
の

地
域
の
ど
の
よ
う
な
機
会
を
活

用
し
て
協
議
を
行
い
、
協
働
を

生
み
出
し
て
い
く
か
を
意
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加
者

へ
投
げ
か
け
、
セ
ミ
ナ
ー
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

※

第
２
層
協
議
体…

生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
生
活
支
援
・
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
等
が
参

画
し
、
定
期
的
な
情
報
共
有
及
び
連

携
強
化
の
場
と
し
て
、
日
常
生
活
圏

域（
中
学
校
区
等
）に
設
置
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

　
県
心
身
障
害
児
者
施
設
協
議

会
（
以
下
、「
心
身
協
」
と
い
う
）

と
県
身
体
障
害
児
者
施
設
協
議

会
（
以
下
、「
身
障
協
」
と
い
う
）

は
、
12
月
７
日
に
、
県
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
沖
縄

県
障
害
児
者
施
設
職
員
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
会
は
県
内
の
障
害
児

者
支
援
施
設
・
事
業
所
の
職
員

が
一
堂
に
会
し
、
現
場
で
日
頃

の
取
り
組
み
を
共
有
し
、
職
員

の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
施
設
等
の
職
員
80
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
の
挨
拶
で
、
県
心
身
協

研
修
委
員
会
の
豊
村
委
員
長
か

ら
「
人
材
不
足
や
育
成
、
地
域

生
活
支
援
の
強
化
等
様
々
な
課

題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
各
施
設
で
日
頃
抱
え
て
い

る
課
題
や
情
報
交
換
を
行
う

等
、
充
実
し
た
時
間
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
上
智
大
学 

総
合

人
間
科
学
部
教
授 

大
塚 

晃
氏

か
ら
「
障
害
児
者
の
地
域
生
活

移
行
及
び
地
域
生
活
支
援
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。
障
害
児
者

の
社
会
参
加
や
利
用
者
の
意
思

決
定
の
あ
り
方
、
地
域
生
活
で

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。
講
演
の
中
で
、
大
塚

氏
か
ら
「
支
援
者
と
し
て
利
用

者
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
え

て
支
援
を
し
て
い
く
視
点
を
持

つ
こ
と
が
大
切
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
「
利
用
者
の
社

会
参
加
に
つ
い
て
」、「
施
設
職

員
の
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
県
社
協
で
は
、
困
窮
者
支
援

を
行
っ
て
い
る
機
関
・
団
体
等

の
職
員
を
対
象
に
、
11
月
22
日

に
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
研

究
協
議
会
（
後
援
：
沖
縄
県
・

公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
労
働
者

福
祉
基
金
協
会
）」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
本
研
究
協
議
会
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
さ
ら

な
る
推
進
と
、
今
年
度
10
月
に

改
正
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
等
を
踏
ま
え
、
県
内
の

生
活
困
窮
者
支
援
に
携
わ
る
関

係
者
が
連
携
し
、
適
切
か
つ
効

果
的
な
支
援
の
実
施
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
午
前
中
は
、
県
社
協
・
地
域

福
祉
部
長
の
新
崎
盛
信
か
ら

「
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン
ク
ス
）

運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

説
明
を
行
い
ま
し
た
。続
い
て
、

「
沖
縄
県
内
の
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
の
実
施
状
況
と
支

援
者
に
求
め
ら
れ
る
視
点
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
琉
球
大
学
人

文
社
会
学
部
教
授
の
本
村
真
氏

か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で
重

視
す
る
価
値
・
相
談
面
接
技
術

の
基
礎
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
、

県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
総
括

責
任
者
の
濱
里
正
史
氏
か
ら

は
、
県
内
の
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
関
連
事
業
や
雇
用
・
生
活

環
境
か
ら
み
た
困
窮
世
帯
の
課

題
に
つ
い
て
講
話
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
午
後
は
、「
事
例
検
討
を
通

し
て
支
援
方
法
を
考
え
る
」
と

題
し
、
沖
縄
県
就
職
・
生
活
支

援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
北
部
統
括
責
任
者
永
吉
哲

三
氏
、
那
覇
市
就
職
・
生
活
支

援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
統
括
責
任
者
名
嘉
泰
氏
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
を
務
め
、
事

例
を
も
と
に
対
象
者
・
家
族
・

世
帯
全
体
へ
の
支
援
方
法
を
検

討
し
ま
し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
で
取
り
ま
と
め

た
支
援
方
法
と
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
に
お
け
る
実
際
の

支
援
プ
ラ
ン
と
を
比
較
し
、
意

見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
名

嘉
氏
か
ら
は
「
困
窮
者
を

助
け
る
の
で
は
な
く
、
支

え
る
・
手
伝
う
・
応
援
す

る
を
心
掛
け
た
『
伴
走
型

支
援
』
が
重
要
で
あ
る
」

と
助
言
を
い
た
だ
き
、
永

吉
氏
か
ら
「
様
々
な
支
援

者
が
連
携
を
図
る
た
め
に

は
、
地
域
福
祉
の
中
核
を

担
う
社
協
と
の
連
携
、
ま

た
社
協
に
は
そ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
午
後
の
講
義
か

ら
県
内
の
北
部
、
中
部
、

南
部
及
び
離
島
ご
と
の
支
援
者

で
グ
ル
ー
プ
編
成
を
行
い
、
支

援
者
同
士
の
関
係
づ
く
り
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
各
関
係
機
関
に

よ
る
生
活
困
窮
者
支
援
の
課
題

や
、
課
題
に
対
し
て
支
援
者
が

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
討
議
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
同
じ
課
題

を
持
っ
た
地
区
の
支
援
者
同
士

で
意
見
交
換
が
図
ら
れ
、
今
後

の
支
援
に
お
い
て
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
声
が
寄
せ
ら

れ
、
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な

支
援
体
制
を
目
指
す
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

ト
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い

日
頃
の
支
援
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
に

と
っ
て
は
と
て
も
内
容
の
濃
い

研
修
で
、
勉
強
に
な
っ
た
。
次

へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ

う
な
気
が
し
た
」「
地
域
生
活

支
援
を
行
う
う
え
で
、
職
員
一

人
ひ
と
り
の
立
場
や
役
割
を
確

認
し
て
い
く
事
の
大
切
さ
を
実

感
し
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
本
研
修
会
の
成
果
を
踏
ま

え
、
両
協
議
会
で
は
、
今
後
も

県
内
の
各
施
設
・
事
業
所
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

▲沖縄県労働者福祉基金協会　濱里氏

▲グループワークを実施する参加者

▲琉球大学教授　本村氏

　県
社
協
で
は
、
地
域
の
人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
支

え
合
う
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン
ク
ス
）
運
動

の
推
進
と
、
県
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
の
普
及
促

進
を
目
的
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

　
　
　
　

 

実
践
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

〜
住
民
と
専
門
職
等
の
連
携
に
よ
る
新
の
展
開
と
そ
れ
ら
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
〜

〜
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な
支
援
体
制
を
目
指
し
て
〜

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
研
究
協
議
会
を
開
催

〜
住
民
と
専
門
職
等
の
連
携
に
よ
る
新
の
展
開
と
そ
れ
ら
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
〜

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

　
　
　
　

 

実
践
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

沖
縄
県
障
害
児
者
施
設

　
　
　
　

   

職
員
研
修
会
を
開
催
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▲参加者で作った料理

▲調理実習の様子

▲代表あいさつをする安里信美氏

▲全社協会長表彰・中央共同募金会会長表彰受賞者

▲講師：桑原教修 氏

2019.3.1福祉情報おきなわ 2019.3.1福祉情報おきなわ

社会福祉法人の経営に求められている
法人制度改革の成果

～沖縄県経営協セミナー（後期）～

▲後期セミナーの様子

　
県
児
童
養
護
協
議
会
で
は
、

児
童
福
祉
施
設
・
団
体
の
職
員

等
を
対
象
に
12
月
17
日
に
研
究

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
行
政
説
明
で
は
、県
青
少
年
・

子
ど
も
家
庭
課
児
童
育
成
班
班

長
の
大
城
清
剛
氏
か
ら
、
社
会

的
養
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
と
社

会
的
養
育
推
進
計
画
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
、
本
県
の
児
童
福

祉
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
全
国
児
童
養
護

施
設
協
議
会
会
長
で
社
会
福
祉

法
人
舞
鶴
学
園
理
事
長
兼
施
設

長
の
桑
原
教
修
氏
か
ら
児
童
福

祉
施
設
の
小
規
模
化
・
地
域
分

散
化
や
多
機
能
化
が
国
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
中
、
施
設
に
お
け

る
「
養
育
」
や
「
あ
た
り
前
の

生
活
」
と
は
何
か
を
、
実
践
例

を
含
め
て
講
話
が
あ
り
、
支
援

者
と
し
て
の
姿
勢
を
改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、「
課
題
を
抱

え
る
子
ど
も
へ
の
理
解
と
支

援
」、「
施
設
の
小
規
模
化
に
お

け
る
食
育
支
援
の
あ
り
方
と

は
」、「
日
々
の
養
育
を
見
つ
め
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
的
養
育
を
考

え
る
」
の
３
つ
を
テ
ー
マ
に
部

会
に
分
か
れ
、
研
究
発
表
や
グ

ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、「
食
育
支
援
」
の

部
会
で
は
、
施
設
の
小
規
模
化

を
見
据
え
、
調
理
の
基
本
的
知

識
や
安
全
・
安
心
な
食
事
提
供

方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、

児
童
指
導
員
・
保
育
士
を
対
象

に
調
理
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
施
設
の
栄
養
士
・
調
理
員
が

講
師
と
な
る
こ
と
で
、
職
員
間

の
交
流
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
部
会
に
お
い
て
も
、

各
現
場
で
の
課
題
等
に
つ
い
て

参
加
者
に
よ
る
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
12
日
、
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
国
社
会

福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
（
以

下
、「
経
営
協
」
と
い
う
）
と

沖
縄
県
経
営
協
の
共
催
の
も
と

「
沖
縄
県
経
営
協
セ
ミ
ナ
ー（
後

期
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
般
の
社
会
福
祉
法
人
制
度

改
革
で
問
わ
れ
た
社
会
福
祉
法

人
の
存
在
意
義
や
経
営
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
各
社
会
福
祉
法

人
が
そ
の
成
果
を
社
会
に
示
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
陣
よ
り
繰
り

返
し
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
ワ

ム
ネ
ッ
ト
の

財
務
諸
表
等

電
子
開
示
シ

ス
テ
ム
に
お

い
て
、一
部
の

社
会
福
祉
法

人
の
計
算
書

類
等
に
お
い

て
不
整
合
・

不
備
が
見
受

け
ら
れ
る
と

の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。

　
不
正
確
な

情
報
の
公
表

で
は
、
社
会

福
祉
法
人
へ

の
信
頼
が
揺

ら
ぎ
か
ね
な

い
と
し
、
正
確
な
情
報
を
公
表

す
る
こ
と
と
、
加
え
て
、
地
域

の
公
益
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
「
見
え
る
化
」、「
見
せ
る

化
」を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
全
国
経
営

協
・
地
域
共
生
社
会
推
進
委
員

会
専
門
委
員
の
堤
洋
三
氏
よ
り

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
法
人
の
経
営
強
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
、
現
状
や

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
課
題
の

改
善
に
向
け
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
経
営
管
理
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
全
国
経

営
協
で
は
会
員
法
人
に
対
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
診
断
を
経
営
支
援
ツ
ー

ル
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
診
断
で
は
、
社

会
福
祉
法
人
経
営
に
お
い
て
必

要
な
ポ
イ
ン
ト
を
１
８
３
の
質

問
項
目
か
ら
診
断
し
、
法
人
の

内
部
環
境
分
析（
強
み
／
弱
み
）

を
明
ら
か
に
す
る
「
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
を
は
じ
め
、
経
営
層
、

管
理
職
、
一
般
職
、
パ
ー
ト
・

嘱
託
職
員
の
４
階
層
に
分
類
し

て
個
々
の
職
員
の
回
答
を
も
と

に
診
断
す
る「
組
織
風
土
診
断
」

と
、
所
轄
庁
に
提
出
し
た
財
務

諸
表
等
入
力
シ
ー
ト
を
利
用
し

て
出
来
る「
財
務
分
析
」が
あ
り
、

法
人
の
経
営
状
態
を
簡
単
に
診

断
で
き
る
と
の
説
明
が
全
国
経

営
協
事
務
局
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
近
年
多
発
す
る
自

然
災
害
に
対
し
、
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
）
体
制
の
構
築

な
ど
、
自
法
人
が
被
災
し
た
際

に
備
え
て
お
く
こ
と
が
よ
り
一

層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

総
務
委
員
会
災
害
支
援
特
命

チ
ー
ム
委
員
の
西
山
宏
二
郎
氏

よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
社
会
福

祉
法
人
を
め
ぐ
る
動
向
や
災
害

時
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
・

施
設
の
取
り
組
み
や
課
題
等
を

深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。Ｗ

Ｅ
Ｂ
経
営
診
断
も
活
用
し
て
経

営
改
善
に
役
立
て
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
社
協
・
県
共
募
は
、
12
月
13
日
に

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
「
平
成
30

年
度
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

彰
・
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
合
同

伝
達
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
去
る
11
月
22
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
全
国
社
会
福
祉
大
会
の
表
彰
式
典
へ

の
出
席
が
か
な
わ
な
か
っ
た
本
県
の
受

賞
者
に
対
し
て
、
湧
川
昌
秀
県
社
協
・

県
共
募
会
長
か
ら
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
表
彰
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功

労
４
名
、
社
協
・
民
間
社
会
福
祉
団
体

功
労
２
名
、
永
年
勤
続
功
労
39
名
、
社

協
優
良
活
動
１
団
体
の
合
計
45
名
１
団

体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

は
、
奉
仕
功
労
者
１
名
、
優
良
地
区
・

団
体
１
団
体
、
従
事
功
労
者
１
名
の
合

計
２
名
１
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。
　

　
伝
達
式
で
は
、
湧
川
会
長
か
ら
、
受

賞
者
に
対
す
る
祝
福
の
言
葉
と
今
後
の

活
躍
を
祈
念
し
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
北
中
城
村
民

生
委
員
児
童
委
員
の
安
里
信
美
氏
（
民

生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
）
か
ら
、「
こ

の
度
の
受
賞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

と
も
に
活
動
し
た
多
く
の
仲
間
や
、
福

祉
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
地
域

の
皆
様
の
お
陰
で
す
。
今
後
も
一
層
の

努
力
を
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
・
中
央
共
同

募
金
会
会
長
表
彰
合
同

伝
達
式
開
催

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
・
中
央
共
同

募
金
会
会
長
表
彰
合
同

伝
達
式
開
催

平
成
30
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
・
中
央
共
同

募
金
会
会
長
表
彰
合
同

伝
達
式
開
催

第
36
回
沖
縄
県
児
童
養
護
研
究
大
会
開
催
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▲参加者で作った料理

▲調理実習の様子

▲代表あいさつをする安里信美氏

▲全社協会長表彰・中央共同募金会会長表彰受賞者

▲講師：桑原教修 氏

2019.3.1福祉情報おきなわ 2019.3.1福祉情報おきなわ

社会福祉法人の経営に求められている
法人制度改革の成果

～沖縄県経営協セミナー（後期）～

▲後期セミナーの様子

　
県
児
童
養
護
協
議
会
で
は
、

児
童
福
祉
施
設
・
団
体
の
職
員

等
を
対
象
に
12
月
17
日
に
研
究

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
行
政
説
明
で
は
、県
青
少
年
・

子
ど
も
家
庭
課
児
童
育
成
班
班

長
の
大
城
清
剛
氏
か
ら
、
社
会

的
養
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
と
社

会
的
養
育
推
進
計
画
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
、
本
県
の
児
童
福

祉
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
全
国
児
童
養
護

施
設
協
議
会
会
長
で
社
会
福
祉

法
人
舞
鶴
学
園
理
事
長
兼
施
設

長
の
桑
原
教
修
氏
か
ら
児
童
福

祉
施
設
の
小
規
模
化
・
地
域
分

散
化
や
多
機
能
化
が
国
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
中
、
施
設
に
お
け

る
「
養
育
」
や
「
あ
た
り
前
の

生
活
」
と
は
何
か
を
、
実
践
例

を
含
め
て
講
話
が
あ
り
、
支
援

者
と
し
て
の
姿
勢
を
改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、「
課
題
を
抱

え
る
子
ど
も
へ
の
理
解
と
支

援
」、「
施
設
の
小
規
模
化
に
お

け
る
食
育
支
援
の
あ
り
方
と

は
」、「
日
々
の
養
育
を
見
つ
め
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
的
養
育
を
考

え
る
」
の
３
つ
を
テ
ー
マ
に
部

会
に
分
か
れ
、
研
究
発
表
や
グ

ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、「
食
育
支
援
」
の

部
会
で
は
、
施
設
の
小
規
模
化

を
見
据
え
、
調
理
の
基
本
的
知

識
や
安
全
・
安
心
な
食
事
提
供

方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、

児
童
指
導
員
・
保
育
士
を
対
象

に
調
理
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
施
設
の
栄
養
士
・
調
理
員
が

講
師
と
な
る
こ
と
で
、
職
員
間

の
交
流
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
部
会
に
お
い
て
も
、

各
現
場
で
の
課
題
等
に
つ
い
て

参
加
者
に
よ
る
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
12
日
、
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
国
社
会

福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
（
以

下
、「
経
営
協
」
と
い
う
）
と

沖
縄
県
経
営
協
の
共
催
の
も
と

「
沖
縄
県
経
営
協
セ
ミ
ナ
ー（
後

期
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
般
の
社
会
福
祉
法
人
制
度

改
革
で
問
わ
れ
た
社
会
福
祉
法

人
の
存
在
意
義
や
経
営
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
各
社
会
福
祉
法

人
が
そ
の
成
果
を
社
会
に
示
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
陣
よ
り
繰
り

返
し
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
ワ

ム
ネ
ッ
ト
の

財
務
諸
表
等

電
子
開
示
シ

ス
テ
ム
に
お

い
て
、一
部
の

社
会
福
祉
法

人
の
計
算
書

類
等
に
お
い

て
不
整
合
・

不
備
が
見
受

け
ら
れ
る
と

の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。

　
不
正
確
な

情
報
の
公
表

で
は
、
社
会

福
祉
法
人
へ

の
信
頼
が
揺

ら
ぎ
か
ね
な

い
と
し
、
正
確
な
情
報
を
公
表

す
る
こ
と
と
、
加
え
て
、
地
域

の
公
益
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
「
見
え
る
化
」、「
見
せ
る

化
」を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
全
国
経
営

協
・
地
域
共
生
社
会
推
進
委
員

会
専
門
委
員
の
堤
洋
三
氏
よ
り

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
法
人
の
経
営
強
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
、
現
状
や

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
課
題
の

改
善
に
向
け
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
経
営
管
理
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
全
国
経

営
協
で
は
会
員
法
人
に
対
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
診
断
を
経
営
支
援
ツ
ー

ル
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
診
断
で
は
、
社

会
福
祉
法
人
経
営
に
お
い
て
必

要
な
ポ
イ
ン
ト
を
１
８
３
の
質

問
項
目
か
ら
診
断
し
、
法
人
の

内
部
環
境
分
析（
強
み
／
弱
み
）

を
明
ら
か
に
す
る
「
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
を
は
じ
め
、
経
営
層
、

管
理
職
、
一
般
職
、
パ
ー
ト
・

嘱
託
職
員
の
４
階
層
に
分
類
し

て
個
々
の
職
員
の
回
答
を
も
と

に
診
断
す
る「
組
織
風
土
診
断
」

と
、
所
轄
庁
に
提
出
し
た
財
務

諸
表
等
入
力
シ
ー
ト
を
利
用
し

て
出
来
る「
財
務
分
析
」が
あ
り
、

法
人
の
経
営
状
態
を
簡
単
に
診

断
で
き
る
と
の
説
明
が
全
国
経

営
協
事
務
局
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
近
年
多
発
す
る
自

然
災
害
に
対
し
、
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
）
体
制
の
構
築

な
ど
、
自
法
人
が
被
災
し
た
際

に
備
え
て
お
く
こ
と
が
よ
り
一

層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

総
務
委
員
会
災
害
支
援
特
命

チ
ー
ム
委
員
の
西
山
宏
二
郎
氏

よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
社
会
福

祉
法
人
を
め
ぐ
る
動
向
や
災
害

時
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
・

施
設
の
取
り
組
み
や
課
題
等
を

深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。Ｗ

Ｅ
Ｂ
経
営
診
断
も
活
用
し
て
経

営
改
善
に
役
立
て
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
社
協
・
県
共
募
は
、
12
月
13
日
に

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
「
平
成
30

年
度
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

彰
・
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
合
同

伝
達
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
去
る
11
月
22
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
全
国
社
会
福
祉
大
会
の
表
彰
式
典
へ

の
出
席
が
か
な
わ
な
か
っ
た
本
県
の
受

賞
者
に
対
し
て
、
湧
川
昌
秀
県
社
協
・

県
共
募
会
長
か
ら
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
表
彰
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功

労
４
名
、
社
協
・
民
間
社
会
福
祉
団
体

功
労
２
名
、
永
年
勤
続
功
労
39
名
、
社

協
優
良
活
動
１
団
体
の
合
計
45
名
１
団

体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

は
、
奉
仕
功
労
者
１
名
、
優
良
地
区
・

団
体
１
団
体
、
従
事
功
労
者
１
名
の
合

計
２
名
１
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。
　

　
伝
達
式
で
は
、
湧
川
会
長
か
ら
、
受

賞
者
に
対
す
る
祝
福
の
言
葉
と
今
後
の

活
躍
を
祈
念
し
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
北
中
城
村
民

生
委
員
児
童
委
員
の
安
里
信
美
氏
（
民

生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
）
か
ら
、「
こ

の
度
の
受
賞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

と
も
に
活
動
し
た
多
く
の
仲
間
や
、
福

祉
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
地
域

の
皆
様
の
お
陰
で
す
。
今
後
も
一
層
の

努
力
を
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
・
中
央
共
同

募
金
会
会
長
表
彰
合
同

伝
達
式
開
催

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
・
中
央
共
同

募
金
会
会
長
表
彰
合
同

伝
達
式
開
催

平
成
30
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
・
中
央
共
同

募
金
会
会
長
表
彰
合
同

伝
達
式
開
催

第
36
回
沖
縄
県
児
童
養
護
研
究
大
会
開
催
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沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学

校
学
習
発
表
会
が
、
県
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
１
月
31

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
科
展
示
の
部
で
は
、
講
義

に
お
け
る
作
品
や
学
習
内
容
が
、

写
真
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　
舞
台
発
表
の
部
で
は
、
学
生

自
ら
衣
装
や
小
道
具
を
準
備
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
台
本
を
作
っ
て

寸
劇
や
踊
り
な
ど
の
発
表
が
行

わ
れ
、
会
場
か
ら
は
笑
い
や
拍

手
が
湧
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　「
皆
さ
ん
い
き
い
き
と
し
て

い
て
、
良
か
っ
た
」「
と
て
も

楽
し
そ
う
で
、
自
分
も
長
寿
大

学
校
に
入
学
し
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
つ
の
ク
ラ
ブ
活
動
（
陶
芸
、

園
芸
、写
真
、書
道
、漢
方
・
薬
草
、

絵
画
）
の
作
品
展
示
で
は
、
１

年
間
の
活
動
で
得
た
知
識
や
表

現
力
の
結
晶
で
あ
る
多
く
の
作

品
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
習
発
表
会
を
終
え
、
学
生

か
ら
は
「
昔
を
思
い
出
し
、
と

て
も
楽
し
く
素
晴
ら
し
い
経
験

が
で
き
た
」「
一
年
間
学
ん
で

き
た
こ
と
を
発
表
す
る
こ
と
で
、

知
識
が
深
ま
っ
た
」「
発
表
会

を
通
し
て
、
全
体
の
絆
が
深

ま
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
よ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
年
齢
の
垣
根
を

越
え
、
人
生
経
験
豊
か
な
学
生

が
集
ま
っ
た
、
か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し

い
学
習
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
社
協
・
い
き
い
き
長
寿
セ

ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
介
護

予
防
、
日
常
生
活
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
役
立
て
る
知

識
・
技
術
を
習
得
し
、
健
康
の

保
持
増
進
、
地
域
活
動
へ
の
参

加
促
進
を
目
的
に
、
シ
ニ
ア
活

動
実
践
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
11
月
下

旬
か
ら
12
月
上
旬
の
計
４
回
に

分
け
て
、
沖
縄
県
栄
養
士
会
・

中
医
薬
膳
指
導
員
の
大
城
ゆ
か

氏
を
招
き
、
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
「
お
正
月
向
け
〝
琉

球
薬
膳
料
理
〞
」
の
調
理
実
習

を
開
催
し
、
計
83
名
が
受
講
し

ま
し
た
。

　
大
城
氏
は
、「
薬
膳
と
は
、

中
医
学
の
理
論
に
基
づ
き
食
物

の
作
用
と
生
薬
を
用
い
て
作
ら

れ
た
食
事
で
、
そ
の
目
的
は
健

康
を
保
ち
、
体
を
強
く
す
る
・

疾
病
予
防
・
治
療
回
復
の
促
進
・

老
化
防
止
等
が
あ
る
。
ま
た
、

中
医
学
の
理
論
に
も
と
づ
い
て

料
理
す
れ
ば
、
身
近
に
あ
る
食

材
で
も
薬
膳
に
な
る
」
と
話
し
、

今
回
の
実
習
で
は
身
近
な
食
材

を
使
い
、
お
正
月
に
向
け
た
、

薬
膳
料
理
を
伝
授
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
、「
毎
日
食
べ

て
い
る
琉
球
料
理
が
、
こ
ん
な

に
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ

た
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
た
」

「
地
元
の
ミ
ニ
デ
イ
の
献
立
に

取
り
込
み
た
い
」
等
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

沖
縄
県
か
り
ゆ
し

長
寿
大
学
校

▲学科展示
(木)生活環境学科

▲「陶芸クラブ」▲「書道クラブ」

▲テープカット（左から津波敏雄さん、
　西村審査員長、湧川会長、日野県子ども
　生活福祉部参事、宮里春子さん）

▲表彰式の様子

▲沖縄県知事賞受賞作品

▲会期中の様子

▲厚生労働大臣賞受賞作品

▲調理風景

▲大城氏による講義の様子

▲学科展示
(火)地域文化学科

▲「大きなかぶと
　　　首里城明け渡し」

▲「人生100年物語」 ▲「ゴミとリサイクル」

　
高
齢
者
の
芸
術
文
化
活
動
を

通
し
た
社
会
参
加
の
促
進
を
目

的
と
し
て
、「
第
10
回
沖
縄
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
記
念
大
会
か
り

ゆ
し
美
術
展
」
が
12
月
１
日
か

ら
９
日
ま
で
沖
縄
県
立
博
物

館
・
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会
場
に
は
、日
本
画
、洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
の
６

部
門
の
計
３
０
０
点
と
歴
代
県

知
事
賞
作
品
８
点
、
全
国
健
康

福
祉
祭
と
や
ま
大
会
受
賞
作
品

２
点
が
展
示
さ
れ
、
開
催
期
間

８
日
間
で
県
内
外
か
ら
延
べ

２
，
９
８
６
人
の
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
表
彰
式

　
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
主
催
者
代
表
と

し
て
県
子
ど
も
生
活
福
祉
部
　

日
野
徹
参
事
、
県
社
協 

湧
川

昌
秀
会
長
、
か
り
ゆ
し
美
術
展 

西
村
貞
雄
審
査
員
長
並
び
に
出

品
者
代
表 

津
波
敏
雄
氏
（
沖

縄
県
知
事
賞
）、
宮
里
春
子
氏

（
か
り
ゆ
し
賞
）
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
同
館
３
階
講
堂
で

行
い
、
沖
縄
県
知
事
賞
を
は
じ

め
全
受
賞
者
60
名
に
表
彰
状
と

記
念
品
の
楯
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
全
国
健
康
福
祉

祭
と
や
ま
大
会
」
の
受
賞
者
２

名
へ
の
伝
達
表
彰
も
併
せ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

か
り
ゆ
し
美
術
展
受
賞
者

【
沖
縄
県
知
事
賞
】

　
工
芸
部
門
・
津
波
敏
雄
／
作

品
名
「
乾
漆
螺
鈿
花
器
」

【
金
賞
】
洋
画
部
門
・
大
城
昌

光
／
彫
刻
部
門
・
山
田
義
幸
／

工
芸
部
門
・
比
嘉
正
徳
／
書
部

門
・
新
垣
恵
津
子
／
写
真
部
門
・

玉
城
健
次
郎

※

以
上
５
名

【
銀
賞
】
日
本
画
部
門
・
安
慶

名
信
子
、
磯
ヶ
谷
明
／
洋
画
部

門
・
古
謝
昌
子
、
宮
國
米
男
／

彫
刻
部
門
・
與
那
嶺
勝
正
、
盛

山
浩
道
／
工
芸
部
門
・
潮
平
浩
、

吉
田
安
雄
／
書
部
門
・
上
間
智

子
、
呉
屋
純
媛
／
写
真
部
門
・

原
国
政
裕
、
中
村
洋
子

※

以
上
12
名

【
銅
賞
】
日
本
画
部
門
・
榮
野

川
盛
治
、
佐
次
田
恵
子
、
新
垣

津
也
子
／
洋
画
部
門
・
新
垣
幸

江
、
謝
敷
久
武
、
名
嘉
地
義
昭

／
彫
刻
部
門
・
杉
本
ミ
ヨ
子
、

屋
良
倫
子
、
比
嘉
博
／
工
芸
部

門
・
幸
地
和
子
、
竹
本
節
子
、

／
書
部
門
・
宮
城
艶
子
、
真
栄

城
徳
喜
、
松
堂
睦
子
／
写
真
部

門
・
國
吉
貞
雄
、
照
屋
尚
子
、

宮
里
衛

※

以
上
16
名

【
奨
励
賞
】
日
本
画
部
門
・
嘉

数
八
重
子
、
比
嘉
勝
子
、
徳
盛

光
子
、星
山
ミ
ツ
／
洋
画
部
門
・

玉
城
建
、
富
川
盛
光
、
知
念
梨

枝
子
、
与
那
覇
忠
司
／
彫
刻
部

門
・
小
橋
川
章
子
、
野
村
朝
英

／
工
芸
部
門
・
小
倉
滋
子
、
野

村
富
、
津
波
古
智
枝
子
、
桑
江

良
昌
／
書
部
門
・
比
嘉
圭
子
、

宮
里
え
り
子
／
写
真
部
門
・
並

里
和
子
、
川
満
昭
男
、
宮
城
米

子
、
儀
間
生
子

※

以
上
20
名

【
か
り
ゆ
し
賞
】
日
本
画
部
門
・

又
吉
全
一
／
洋
画
部
門
・
宮
里

春
子
／
工
芸
部
門
・
田
場
ユ
キ

／
書
部
門
・
金
城
敏
子
／
写
真

部
門
・
慶
田
盛
常
夫

※

以
上
５
名

　
今
年
度
受
賞
し
た
各
部
門
の

上
位
２
作
品
は
、
来
年
度
和
歌

山
県
に
て
開
催
さ
れ
る
「
第
32

回
全
国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大

会
美
術
展
」
へ
沖
縄
県
代
表
と

し
て
出
品
す
る
予
定
。

 

と
や
ま
大
会
受
賞
者

【
厚
生
労
働
大
臣
賞
】

　
日
本
画
部
門
・
深
見
汎

【
最
高
齢
者
賞
】

　
工
芸
部
門
・
當
銘
春
子

第
27
回 

学
習
発
表
会

シ
ニ
ア
活
動
実
践
セ
ミ
ナ
ー

平
成
30
年
度

美
術
展
出
品
作
品
選
考
会

第
10
回
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
記
念
大
会
か
り
ゆ
し
美
術
展

第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大
会

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
）

美
術
展
出
品
作
品
選
考
会

第
10
回
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
記
念
大
会
か
り
ゆ
し
美
術
展

第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大
会

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
）



1213 2019.3.1福祉情報おきなわ 2019.3.1福祉情報おきなわ

　
沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学

校
学
習
発
表
会
が
、
県
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
１
月
31

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
科
展
示
の
部
で
は
、
講
義

に
お
け
る
作
品
や
学
習
内
容
が
、

写
真
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　
舞
台
発
表
の
部
で
は
、
学
生

自
ら
衣
装
や
小
道
具
を
準
備
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
台
本
を
作
っ
て

寸
劇
や
踊
り
な
ど
の
発
表
が
行

わ
れ
、
会
場
か
ら
は
笑
い
や
拍

手
が
湧
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　「
皆
さ
ん
い
き
い
き
と
し
て

い
て
、
良
か
っ
た
」「
と
て
も

楽
し
そ
う
で
、
自
分
も
長
寿
大

学
校
に
入
学
し
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
つ
の
ク
ラ
ブ
活
動
（
陶
芸
、

園
芸
、写
真
、書
道
、漢
方
・
薬
草
、

絵
画
）
の
作
品
展
示
で
は
、
１

年
間
の
活
動
で
得
た
知
識
や
表

現
力
の
結
晶
で
あ
る
多
く
の
作

品
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
習
発
表
会
を
終
え
、
学
生

か
ら
は
「
昔
を
思
い
出
し
、
と

て
も
楽
し
く
素
晴
ら
し
い
経
験

が
で
き
た
」「
一
年
間
学
ん
で

き
た
こ
と
を
発
表
す
る
こ
と
で
、

知
識
が
深
ま
っ
た
」「
発
表
会

を
通
し
て
、
全
体
の
絆
が
深

ま
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
よ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
年
齢
の
垣
根
を

越
え
、
人
生
経
験
豊
か
な
学
生

が
集
ま
っ
た
、
か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し

い
学
習
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
社
協
・
い
き
い
き
長
寿
セ

ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
介
護

予
防
、
日
常
生
活
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
役
立
て
る
知

識
・
技
術
を
習
得
し
、
健
康
の

保
持
増
進
、
地
域
活
動
へ
の
参

加
促
進
を
目
的
に
、
シ
ニ
ア
活

動
実
践
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
11
月
下

旬
か
ら
12
月
上
旬
の
計
４
回
に

分
け
て
、
沖
縄
県
栄
養
士
会
・

中
医
薬
膳
指
導
員
の
大
城
ゆ
か

氏
を
招
き
、
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
「
お
正
月
向
け
〝
琉

球
薬
膳
料
理
〞
」
の
調
理
実
習

を
開
催
し
、
計
83
名
が
受
講
し

ま
し
た
。

　
大
城
氏
は
、「
薬
膳
と
は
、

中
医
学
の
理
論
に
基
づ
き
食
物

の
作
用
と
生
薬
を
用
い
て
作
ら

れ
た
食
事
で
、
そ
の
目
的
は
健

康
を
保
ち
、
体
を
強
く
す
る
・

疾
病
予
防
・
治
療
回
復
の
促
進
・

老
化
防
止
等
が
あ
る
。
ま
た
、

中
医
学
の
理
論
に
も
と
づ
い
て

料
理
す
れ
ば
、
身
近
に
あ
る
食

材
で
も
薬
膳
に
な
る
」
と
話
し
、

今
回
の
実
習
で
は
身
近
な
食
材

を
使
い
、
お
正
月
に
向
け
た
、

薬
膳
料
理
を
伝
授
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
、「
毎
日
食
べ

て
い
る
琉
球
料
理
が
、
こ
ん
な

に
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ

た
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
た
」

「
地
元
の
ミ
ニ
デ
イ
の
献
立
に

取
り
込
み
た
い
」
等
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

沖
縄
県
か
り
ゆ
し

長
寿
大
学
校

▲学科展示
(木)生活環境学科

▲「陶芸クラブ」▲「書道クラブ」

▲テープカット（左から津波敏雄さん、
　西村審査員長、湧川会長、日野県子ども
　生活福祉部参事、宮里春子さん）

▲表彰式の様子

▲沖縄県知事賞受賞作品

▲会期中の様子

▲厚生労働大臣賞受賞作品

▲調理風景

▲大城氏による講義の様子

▲学科展示
(火)地域文化学科

▲「大きなかぶと
　　　首里城明け渡し」

▲「人生100年物語」 ▲「ゴミとリサイクル」

　
高
齢
者
の
芸
術
文
化
活
動
を

通
し
た
社
会
参
加
の
促
進
を
目

的
と
し
て
、「
第
10
回
沖
縄
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
記
念
大
会
か
り

ゆ
し
美
術
展
」
が
12
月
１
日
か

ら
９
日
ま
で
沖
縄
県
立
博
物

館
・
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会
場
に
は
、日
本
画
、洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
の
６

部
門
の
計
３
０
０
点
と
歴
代
県

知
事
賞
作
品
８
点
、
全
国
健
康

福
祉
祭
と
や
ま
大
会
受
賞
作
品

２
点
が
展
示
さ
れ
、
開
催
期
間

８
日
間
で
県
内
外
か
ら
延
べ

２
，
９
８
６
人
の
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
表
彰
式

　
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
主
催
者
代
表
と

し
て
県
子
ど
も
生
活
福
祉
部
　

日
野
徹
参
事
、
県
社
協 

湧
川

昌
秀
会
長
、
か
り
ゆ
し
美
術
展 

西
村
貞
雄
審
査
員
長
並
び
に
出

品
者
代
表 
津
波
敏
雄
氏
（
沖

縄
県
知
事
賞
）、
宮
里
春
子
氏

（
か
り
ゆ
し
賞
）
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
同
館
３
階
講
堂
で

行
い
、
沖
縄
県
知
事
賞
を
は
じ

め
全
受
賞
者
60
名
に
表
彰
状
と

記
念
品
の
楯
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
全
国
健
康
福
祉

祭
と
や
ま
大
会
」
の
受
賞
者
２

名
へ
の
伝
達
表
彰
も
併
せ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

か
り
ゆ
し
美
術
展
受
賞
者

【
沖
縄
県
知
事
賞
】

　
工
芸
部
門
・
津
波
敏
雄
／
作

品
名
「
乾
漆
螺
鈿
花
器
」

【
金
賞
】
洋
画
部
門
・
大
城
昌

光
／
彫
刻
部
門
・
山
田
義
幸
／

工
芸
部
門
・
比
嘉
正
徳
／
書
部

門
・
新
垣
恵
津
子
／
写
真
部
門
・

玉
城
健
次
郎

※

以
上
５
名

【
銀
賞
】
日
本
画
部
門
・
安
慶

名
信
子
、
磯
ヶ
谷
明
／
洋
画
部

門
・
古
謝
昌
子
、
宮
國
米
男
／

彫
刻
部
門
・
與
那
嶺
勝
正
、
盛

山
浩
道
／
工
芸
部
門
・
潮
平
浩
、

吉
田
安
雄
／
書
部
門
・
上
間
智

子
、
呉
屋
純
媛
／
写
真
部
門
・

原
国
政
裕
、
中
村
洋
子

※

以
上
12
名

【
銅
賞
】
日
本
画
部
門
・
榮
野

川
盛
治
、
佐
次
田
恵
子
、
新
垣

津
也
子
／
洋
画
部
門
・
新
垣
幸

江
、
謝
敷
久
武
、
名
嘉
地
義
昭

／
彫
刻
部
門
・
杉
本
ミ
ヨ
子
、

屋
良
倫
子
、
比
嘉
博
／
工
芸
部

門
・
幸
地
和
子
、
竹
本
節
子
、

／
書
部
門
・
宮
城
艶
子
、
真
栄

城
徳
喜
、
松
堂
睦
子
／
写
真
部

門
・
國
吉
貞
雄
、
照
屋
尚
子
、

宮
里
衛

※

以
上
16
名

【
奨
励
賞
】
日
本
画
部
門
・
嘉

数
八
重
子
、
比
嘉
勝
子
、
徳
盛

光
子
、星
山
ミ
ツ
／
洋
画
部
門
・

玉
城
建
、
富
川
盛
光
、
知
念
梨

枝
子
、
与
那
覇
忠
司
／
彫
刻
部

門
・
小
橋
川
章
子
、
野
村
朝
英

／
工
芸
部
門
・
小
倉
滋
子
、
野

村
富
、
津
波
古
智
枝
子
、
桑
江

良
昌
／
書
部
門
・
比
嘉
圭
子
、

宮
里
え
り
子
／
写
真
部
門
・
並

里
和
子
、
川
満
昭
男
、
宮
城
米

子
、
儀
間
生
子

※

以
上
20
名

【
か
り
ゆ
し
賞
】
日
本
画
部
門
・

又
吉
全
一
／
洋
画
部
門
・
宮
里

春
子
／
工
芸
部
門
・
田
場
ユ
キ

／
書
部
門
・
金
城
敏
子
／
写
真

部
門
・
慶
田
盛
常
夫

※

以
上
５
名

　
今
年
度
受
賞
し
た
各
部
門
の

上
位
２
作
品
は
、
来
年
度
和
歌

山
県
に
て
開
催
さ
れ
る
「
第
32

回
全
国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大

会
美
術
展
」
へ
沖
縄
県
代
表
と

し
て
出
品
す
る
予
定
。

 

と
や
ま
大
会
受
賞
者

【
厚
生
労
働
大
臣
賞
】

　
日
本
画
部
門
・
深
見
汎

【
最
高
齢
者
賞
】

　
工
芸
部
門
・
當
銘
春
子

第
27
回 

学
習
発
表
会

シ
ニ
ア
活
動
実
践
セ
ミ
ナ
ー

平
成
30
年
度

美
術
展
出
品
作
品
選
考
会

第
10
回
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
記
念
大
会
か
り
ゆ
し
美
術
展

第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大
会

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
）

美
術
展
出
品
作
品
選
考
会

第
10
回
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
記
念
大
会
か
り
ゆ
し
美
術
展

第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大
会

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
）
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国内約60以上のメーカーが出展
する福祉機器展を開催します。
同時に様々な研修会も行います。
どなたでもお気軽にご参加くだ
さい。

　介護実習普及センターでは一般県民
向け・介護従事者向けに介護講座を開
催しています。
詳しい内容や日程が決まり次第パンフ
レット・ホームページ・新聞等でお知
らせします。

松永製作所/マイティルトミニ
３Ｄ（介助用車いす）
小回り機能が高く、小柄な方にも
使いやすい。ご利用対象身長140
～ 165cm(目安)横移動が可能。調
整機能が充実しているので長時間
座っていても安心

カワムラサイクル/くるーんシ
リーズ（介助用車いす）
お尻がズレにくく、安定した座位
を保持。
大粒ビーズクッションにより頭部
を楽な姿勢でキープ。枕の厚さや
背中の調節ができるため、さまざ
まな姿勢に合わせることが可能

カワムラサイクル/モダンシリーズ
（自走用車いす）
駐車ブレーキレバーを引っ張ると
長さが10ｃm延長され軽い力で操
作可能。
工具レスで簡単にフットプレート
高さを変更可能。パチパチと音が
鳴りしっかり止まる。

イノアック琉球
Swimo(スイモ) ＴＭ
車いすでの立ち上がり
やすさや機能的かつ活
動を考えた自立支援型
のクッション

履きやすく、履かせやすいマジック式の面フ
ァスナーで足にフィット
脱げて転倒することを予防するかかと付き。
  底面には３箇所のすべり止め

竹虎
ファミカ　シューヘルパー
１つで靴の脱ぎ・履き両方をサ
ポートできるスタイリッシュな
シューヘルパー

ユーバ産業
スライドフィット歩行器
幅が調節できるので大柄な方に
も対応可能
専用パーツで畳･フローリング
にやさしい。

ユーバ産業
アップラインショッピングカート
収納口が大きく、荷物の出し入れが
楽にできる。
バックは保温・保湿仕様です。
ハンドルの高さと角度の調節が可能

ユーバ産業
ショッピングカートサイドフィット
利き手に合わせてハンドルの切り替
え可能。手元で簡単操作
小物などを入れられるポケット付

イノアック琉球/ロコモマット
粘弾性のある砂浜のようなやわら
かさのウレタンフォームでこの上
で足踏み等すると、バランス感
覚を鍛え筋力アップにつながる。

フランスベット/フロワーベッド３モーター
床板高さ110mmを実現し、布団感覚で安心。ま

た転落時安全タ
クトスイッチで
足の挟まり、誤
作動を防止の衝
撃を緩和

フランスベット
高弾性ウレタン薄型
マットレス
 立ち上がりやすいウ
レタンファームのサ
ンドイッチ構造

イノアック琉球
リバーシブルPRO
マットレス
プレミアム
優しく支える低反発
面としっかり支える
高弾性面で優れた体
圧分散機能

日本セーフティ
ラップポン・エール２
水を使わずニオイと排泄
物を密封するため、衛生
的に処理可能

ニシウラ
ふわふわフィットパンツ
ふわふわ+フィット感で
一度はいたら手放せない
心地よさと安心感。
尿取りパッドと一緒に使用するホ
ルダーパンツ

ユーバ産業/伸縮一点杖
手の甲で支えられるので握力が
弱い方でも安定使用が可能。
長時間の使用にも手･指間が痛く
なりにくい設計

竹虎/ヒューゴステッキ
左手､右手どちらからでも握りや
すい形状のグリップ。
接地面の広い杖先が特徴

シナノ/もっと安心２点杖
滑りにくい安全先ゴムがスリッ
プによる転倒事故を予防。
歩行時に係る負荷を分散するた
め辛い痛みを緩和

シナノ/滑りにくい安全先ゴム
特殊加工でガラス繊維を配合したゴムで
雨や雪の日、路面などで滑りにくい

シナノ/かる楽４点杖
支柱が360度可動するのであらゆ
る傾斜に対応。
グリップ下を細くすることで、
しっかりした握りを実現

シコク
FR手すり微笑の福寿草
住宅改修で手すりが付けら
れなくても設置可能
前傾姿勢を保持できる新タ
イプのトイレ用手すり
フレームはサビに強いステ
ンレス製

シコク
Ｚスロープ微笑の朝顔
省スペースでの設置が可能
なカーブ型車いすスロープ。
設置場所に合わせて曲がる
方向を左右２種類より選択
可

日本転倒予防
学会推奨品

竹虎 /転倒予防シューズ
( つま先あり・つま先なし )

常設展示場の福祉用具は全て

展示のみです。
取扱事業所を紹介しています。ニシウラ

ヨッコイショ難燃性圧縮
毛布
１枚でいろんな使い方が
できる。
（人を運ぶ･助けを待つ等）
防虫･防カビ･防水で長期
保管が可能
フリース素材採用で軽く
て暖かい。

竹虎
レスキューＥバック
シート
側面にある頑丈なハ
ンドルでマットレス
ごと避難可能。
１人でも安全に避難
させられるレスキュ
ーシート。

タイカ
でるキャップ
（コンパクトタイプ）
いざという時、頭で押して
３秒装着。
とても軽く首に負担がかか
らない。（質量85g）
子供から高齢者まで安全フ
ィット
火と衝撃からしっかり保護

2019年は
7月上旬

第９回福祉機器展のお知らせ

２日間の開催予定です

ガードナー
瞬速洗髪機ルームシャンプー
服を着たまま頭が洗える。
準備するのはご家庭の掃除機
のみ。（専用のシャンプーあり）

－新しく仲間入りする福祉用具の紹介－
沖縄県介護実習・普及センターからのお知らせ沖縄県介護実習・普及センターからのお知らせ

－新しく仲間入りする災害用具の紹介－

沖縄県介護実習・普及センター TEL:０９８－８８２－１４８４
FAX:０９８－８８２－１４８６

車いす

車いす付属品

靴（室内用）

つ え

手すり

ベッド

シルバーカー
マットレス

靴関連用具
入浴用品

歩行器 トレーニング用品

排泄用品

災害用具
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ァスナーで足にフィット
脱げて転倒することを予防するかかと付き。
  底面には３箇所のすべり止め

竹虎
ファミカ　シューヘルパー
１つで靴の脱ぎ・履き両方をサ
ポートできるスタイリッシュな
シューヘルパー

ユーバ産業
スライドフィット歩行器
幅が調節できるので大柄な方に
も対応可能
専用パーツで畳･フローリング
にやさしい。

ユーバ産業
アップラインショッピングカート
収納口が大きく、荷物の出し入れが
楽にできる。
バックは保温・保湿仕様です。
ハンドルの高さと角度の調節が可能

ユーバ産業
ショッピングカートサイドフィット
利き手に合わせてハンドルの切り替
え可能。手元で簡単操作
小物などを入れられるポケット付

イノアック琉球/ロコモマット
粘弾性のある砂浜のようなやわら
かさのウレタンフォームでこの上
で足踏み等すると、バランス感
覚を鍛え筋力アップにつながる。

フランスベット/フロワーベッド３モーター
床板高さ110mmを実現し、布団感覚で安心。ま

た転落時安全タ
クトスイッチで
足の挟まり、誤
作動を防止の衝
撃を緩和

フランスベット
高弾性ウレタン薄型
マットレス
 立ち上がりやすいウ
レタンファームのサ
ンドイッチ構造

イノアック琉球
リバーシブルPRO
マットレス
プレミアム
優しく支える低反発
面としっかり支える
高弾性面で優れた体
圧分散機能

日本セーフティ
ラップポン・エール２
水を使わずニオイと排泄
物を密封するため、衛生
的に処理可能

ニシウラ
ふわふわフィットパンツ
ふわふわ+フィット感で
一度はいたら手放せない
心地よさと安心感。
尿取りパッドと一緒に使用するホ
ルダーパンツ

ユーバ産業/伸縮一点杖
手の甲で支えられるので握力が
弱い方でも安定使用が可能。
長時間の使用にも手･指間が痛く
なりにくい設計

竹虎/ヒューゴステッキ
左手､右手どちらからでも握りや
すい形状のグリップ。
接地面の広い杖先が特徴

シナノ/もっと安心２点杖
滑りにくい安全先ゴムがスリッ
プによる転倒事故を予防。
歩行時に係る負荷を分散するた
め辛い痛みを緩和

シナノ/滑りにくい安全先ゴム
特殊加工でガラス繊維を配合したゴムで
雨や雪の日、路面などで滑りにくい

シナノ/かる楽４点杖
支柱が360度可動するのであらゆ
る傾斜に対応。
グリップ下を細くすることで、
しっかりした握りを実現

シコク
FR手すり微笑の福寿草
住宅改修で手すりが付けら
れなくても設置可能
前傾姿勢を保持できる新タ
イプのトイレ用手すり
フレームはサビに強いステ
ンレス製

シコク
Ｚスロープ微笑の朝顔
省スペースでの設置が可能
なカーブ型車いすスロープ。
設置場所に合わせて曲がる
方向を左右２種類より選択
可

日本転倒予防
学会推奨品

竹虎 /転倒予防シューズ
( つま先あり・つま先なし )

常設展示場の福祉用具は全て

展示のみです。
取扱事業所を紹介しています。ニシウラ

ヨッコイショ難燃性圧縮
毛布
１枚でいろんな使い方が
できる。
（人を運ぶ･助けを待つ等）
防虫･防カビ･防水で長期
保管が可能
フリース素材採用で軽く
て暖かい。

竹虎
レスキューＥバック
シート
側面にある頑丈なハ
ンドルでマットレス
ごと避難可能。
１人でも安全に避難
させられるレスキュ
ーシート。

タイカ
でるキャップ
（コンパクトタイプ）
いざという時、頭で押して
３秒装着。
とても軽く首に負担がかか
らない。（質量85g）
子供から高齢者まで安全フ
ィット
火と衝撃からしっかり保護

2019年は
7月上旬

第９回福祉機器展のお知らせ

２日間の開催予定です

ガードナー
瞬速洗髪機ルームシャンプー
服を着たまま頭が洗える。
準備するのはご家庭の掃除機
のみ。（専用のシャンプーあり）

－新しく仲間入りする福祉用具の紹介－
沖縄県介護実習・普及センターからのお知らせ沖縄県介護実習・普及センターからのお知らせ

－新しく仲間入りする災害用具の紹介－

沖縄県介護実習・普及センター TEL:０９８－８８２－１４８４
FAX:０９８－８８２－１４８６

車いす

車いす付属品

靴（室内用）

つ え

手すり

ベッド

シルバーカー
マットレス

靴関連用具
入浴用品

歩行器 トレーニング用品

排泄用品

災害用具
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　宜
野
湾
市
在
住
の
渡
久
地
敏
子
さ

ん
（
70
歳
）
が
、
書
の
道
へ
進
み
始

め
た
の
は
、
40
年
以
上
前
に
遡
る
。

　19
歳
で
美
容
師
免
許
を
取
得
後
、

技
術
を
磨
く
た
め
、
20
歳
で
東
京
へ

渡
っ
た
。
そ
の
後
、
地
元
沖
縄
県
本

部
町
の
御
主
人
と
結
婚
し
、
子
ど
も

を
授
か
っ
て
育
児
に
専
念
し
た
が
、

「
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な

気
が
し
て
い
た
」
と
渡
久
地
さ
ん
は

当
時
を
振
り
返
る
。

　そ
の
よ
う
な
時
、
姉
が
通
信
教
育

で
学
ん
で
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

日
本
習
字
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
本

格
的
に
書
道
を
学
び
、10
年
間
は「
漢

字
」
を
、
作
品
の
よ
う
な
「
か
な
」

を
始
め
て
15
年
が
経
つ
。

　「『
か
な
』
は
、
柔
ら
か
い
中
に
強

さ
を
出
す
。
細
太
の
変
化
も
考
え
な

が
ら
ま
と
め
る
の
は
難
し
い
」
と
書

道
の
奥
深
さ
を
語
る
渡
久
地
さ
ん
。

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
、
改
め
て

作
品
を
見
る
と
、
渡
久
地
さ
ん
の
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
一
面
や
、
優
し

く
繊
細
で
温
か
み
溢
れ
る
様
子
が
強

く
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
る
。 作成者  渡久地 敏子  さん

作品名：「月」

Vol.184

「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部として、共同募金配分金を活用しております。

作
品
名：「
月
」（
第
９
回
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
り
ゆ
し
美
術
展
　
書
道
の
部
　
奨
励
賞
）

作
成
者：渡
久
地
敏
子
さ
ん（
宜
野
湾
市
）

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

　御
寄
付
・
御
寄
贈
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
エ
ヌ
エ
ヌ
生
命
保
険
株
式
会

社

　様

●
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

沖
縄
支
社

　様

●
お
き
で
ん
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
互
助
会

　様

●
一
般
社
団
法
人
沖
縄
県
軍
用

地
等
地
主
会
連
合
会

　様

●
株
式
会
社
サ
ン
レ
ー

　様

●
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

　様

●
又
吉

　博
子

　様

●
公
益
社
団
法
人
沖
縄
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会

　様

●
公
益
社
団
法
人
沖
縄
県
農
林

水
産
団
体
共
済
会

　様

●
カ
ラ
オ
ケ
南
優
灯

　様

●
株
式
会
社
沖
縄
銀
行

　様

表紙の作品

（
12
月
１
日
〜
１
月
31
日
）

　誰にも話せない深い悲しみ(グリーフ)を抱えて
いるあなたへ。親兄弟、パートナー、友人、ペッ
ト……、生きている上で必ず訪れる別れ。頭では
分かっていても、その悲しみを受け止めきれず、
立ち止まっているあなたが、それでも続いていく
人生を歩き出すために必要な言葉がここにありま
す。本書のサブタイトルにある“グリーフケア”とは、
近しい肉親との死別をはじめとした “グリーフ
(Greif)＝悲しみ” を如何に癒やすかという心理学
的な研究から始まったもので、近代に入って“グリー
フケアカウンセリング” として学び、行われている
ものです。本書では、グリーフケアの基礎知識か
ら実際の事例、一人でも出来るワークまでを温か
な言葉で説明、なかなか人に分かって貰えず、話
すことも難しい悩みにお答えしています。また、
大事な人やペットを失った知人や、同僚などを持
つ方向けのサジェスチョンもありますので、「どう
声をかけていいか分からない」という方にも是非
ご一読いただきたい一冊となっています。

　表
紙
の
作
者（
渡
久
地
さ
ん
）の「
生
活
の
中
で『
静
と
動
』を
意
識
し
て
い
る
」と

い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。「
動
」を
も
う
少
し
意
識
し
て
生
活
し
て
み
よ
う
！

※

本
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て

は
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
総

務
企
画
部
ま
で

編
集
後
記

社会福
祉ライブラリーから

愛する人を失ったときあなたに起こること
著

　者
：
松
家
か
お
り

出
版
社
： 

株
式
会
社  

日
貿
出
版

愛する人を失ったときあなたに起こること

目次
２

　特
集「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
の
取
り
組
み
」

〜
市
町
村
段
階
の
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
に
向
け
て
〜

４

　赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
等
の
報
告
、

平
成
32
年
度
事
業（
一
部
31
年
度
事
業
）「
民
間
福
祉

資
金
要
望
調
書
」の
受
付

６

　福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
、

福
祉
巡
回
車
、Ａ
Ｅ
Ｄ
、福
祉
物
品
等
の
贈
呈
式
の
報
告
、

社
会
的
孤
立
対
策
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
配
置
の
成
果

８

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
セ
ミ
ナ
ー
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
研
究
協
議
会
、

　
　沖
縄
県
障
害
児
者
施
設
職
員
研
修
会
の
報
告

10

　第
36
回
沖
縄
県
児
童
養
護
研
究
大
会
、

　
　沖
縄
県
経
営
協
セ
ミ
ナ
ー（
後
期
）報
告
、

　
　全
社
協
会
長
表
彰
・
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
伝
達
式
等

12

　第
10
回
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
記
念
大
会

　
　
　か
り
ゆ
し
美
術
展
等
の
報
告
、

　
　シ
ニ
ア
活
動
実
践
セ
ミ
ナ
ー
、学
習
発
表
会
の
報
告

14

　沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
新
入
荷
！
福
祉
用
具
と
災
害
用
具
の
紹
介
〜

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

16

　寄
付
・
寄
贈
者
芳
名
、

　
　社
会
福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
の「
本
の
紹
介
」、

　
　表
紙
の
作
者

本の紹介

▲おきでんグループボランティア互助会様（12.11）
【写真左から2番目】
おきでんグループボランティア互助会　理事長　徳村 勇人　様
【写真左から1番目】同会　事務局　宮城 調伸　様
【写真右から2番目】本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲株式会社サンレー様（12.19）
【写真左から3番目】
株式会社サンレー　沖縄事業部長　黒木 昭一　様
【写真左から2番目】同社　紫雲閣事業部　部長代理　新城 厚　様
【写真左から1番目】同社　総務課長　横木 大輔　様
【写真右から2番目】本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲又吉博子様（1.15）
【写真左】又吉家・御長男　又吉 康多郎　様
【写真右から2番目】本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲エヌエヌ生命保険株式会社様（12.3）
【写真左から2番目】
エヌエヌ生命保険株式会社　西日本エリア統括部長　外間 裕司　様
【写真左から1番目】同社　沖縄営業部長　片岡 寛　様
【写真右から2番目】本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲ 一般社団法人沖縄県
軍用地等地主会連合会
様（12.13）

【写真右】
沖縄県軍用地等地主会連合会
会長　眞喜志康明　様
【写真左】
本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲オリオンビール株式会社様（12.26）
【写真左から2番目】
オリオンビール株式会社　執行役員総務部長　高江洲 守　様
【写真左から1番目】同社　総務課課長補佐　前田 浩之　様
【写真右から3番目】本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から2番目】美さと児童園　園長　宮城 光宏　様
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽 孝治

▲株式会社沖縄銀行様（1.29）
【写真左から2番目】
株式会社沖縄銀行　営業推進部長　新城 泰司　様
【写真左から1番目】同社　営業推進部　主任　坂田 直美　様
【写真右から2番目】本会　会長　湧川　昌秀
【写真右から1番目】本会　常務理事　嘉陽　孝治

▲公益社団法人沖縄県宅地建物取引業協会様（1.15）
【写真左】沖縄県宅地建物取引業協会　会長　知念 聡　様
【写真右から1番目】
NPO法人メッシュ・サポート　理事長 塚本 裕樹　様
【写真右から2番目】
沖縄県交通遺児育成会　事務局長　田積 あや　様
【写真右から3番目】
本会　会長　湧川　昌秀

 


